
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



住民説明会概要 

 
１ 目的 
   住民説明会は、２市２町の主催により新市建設計画（素案）や西条市・東予市・丹原町・

小松町合併協議会のこれまで１年２ヶ月に及ぶ協議の状況を住民に説明し、合併に対する

理解を深めていただくとともに、行政と住民との意見交換の場を設け、住民の意見や提言

等を新市建設計画や合併協議に反映するために行った。 
 
 
２ 説明事項等 

  （１）合併に関する意向調査結果（概要） 

（２）新市将来構想（ダイジェスト版） 

  （３）新市建設計画（素案） 

（４）合併協議会会議状況報告書 
 

 

 ３ 日程及び参加者数 
   ２８会場（西条市１２会場、東予市９会場、丹原町５会場、小松町２会場）で開催し、

総参加者数は、１，６８１人であった。 

 

《西条市》 
月日 曜日 地区 会  場 参加者数（人） 

8月18日 月 氷見 氷見地区公民館２階ホール ４７ 

8月19日 火 橘 橘小学校体育館 ９８ 

8月20日 水 市之川 市之川集会所 １３ 

8月21日 木 西条 西条地区公民館５階講堂 ４２ 

8月22日 金 神拝 神拝地区公民館２階ホール ２１ 

8月24日 日 加茂 加茂地区公民館会議室 １６ 

8月25日 月 玉津 玉津地区公民館ホール ４２ 

8月26日 火 禎瑞 禎瑞地区公民館和室 ３３ 

8月27日 水 神戸 神戸地区公民館２階ホール ６７ 

8月31日 日 大保木 大保木地区公民館和室 ２５ 

9月2日 火 大町 大町地区公民館２階ホール ７０ 

9月5日 金 飯岡 飯岡地区公民館２階ホール ８５ 

合  計    ５５９ 
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《東予市》 
月日 曜日 地区 会  場 参加者数（人） 

8月20日 水 周布 周布公民館 ５３ 

8月21日 木 吉井 吉井公民館 ８５ 

8月22日 金 多賀 多賀公民館 ４９ 

8月25日 月 壬生川 壬生川公民館 １１４ 

8月26日 火 国安 国安公民館 ７１ 

8月27日 水 吉岡 吉岡公民館 ４８ 

8月28日 木 楠河 楠河公民館 ８５ 

8月29日 金 三芳 三芳公民館 ６９ 

9月2日 火 庄内 庄内公民館 ８１ 

合  計    ６５５ 

 
《丹原町》 

月日 曜日 地区 会  場 参加者数（人） 

8月21日 木 桜樹 桜樹公民館 １９ 

8月22日 金 丹原 丹原町福祉センター ３１ 

8月25日 月 徳田 徳田公民館 ３１ 

8月26日 火 田野 丹原町文化会館 ６９ 

8月27日 水 中川 中川公民館 ４２ 

合  計    １９２ 

 

《小松町》  
月日 曜日 地区 会  場 参加者数（人） 

9月2日 火 小松 小松中央公民館 １６８ 

9月5日 金 石根 農村環境改善センター １０７ 

合  計    ２７５ 

 
 

 ４ 質疑等の総括 
    ２市２町主催の住民説明会で出された質疑等については、新市名、新市建設計画、財

政問題及び議員の在任特例についての質問等が多く、１５項目に分類し整理をした。内

容の概要については、次に示すとおりである。 

また、質疑応答等の詳細内容については、１１ページ以降の住民説明会会議概要のと

おりである。 

 

  （１）新市の名称について 

・新市の名称はいつ決定されるのか。合併協議会で決めるということで、住民投票で

はないということか。 
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・新市の名称について、さまざまな恩恵を受けている石鎚にちなみ、石鎚市にお願い



したい。 

・新市の名称については、西条市 18,000 は非常に重い。もし石鎚になれば問題にな
ってくると思う。慎重にお願いしたい。 

・いろいろ調べた結果「道前」の名称が一番ふさわしいと思う。 
・新市名について、なぜ全国公募したのか。ユニークな名前などを選考するためだっ

たのではないか。多数決で決めるのであれば２市２町でアンケートをとり決めれば

よいのではないか。全体の中に数は少ないが、これはというのがあるのではないか。 
     

（２）新市の事務所の位置について 

・市役所は今の位置を動かさないようにお願いしたい。 
・合併すれば、市役所は絶対に遠くなると思う。また、地域が広くなれば、行政サー

ビスが低下するのは絶対である。 
・新庁舎の位置については、有料道路に面した西部地域を候補地として提案したい。 

・人口１１万７千人の都市になれば、大規模な駐車場が必要だと思う。思い切った庁

舎、思い切った駐車場の整備を希望する。 
・新庁舎建設の話が出ているが、それによって旧庁舎や市の施設を、まだ寿命がある

のに廃棄する、といった無駄なことをしないように注意していただきたい。 
・新庁舎を１０年以内に建設する、とのことだが、金もかかるので合意できない。「総

合支所方式」で、現存の庁舎を活用したり、必要に応じて増築、拡張する方が、財

政面からもよいのではないか。 
・総合支所方式であるが、不安である。支所で用事が終わるのか。 

・行政機関があるところが栄えるので中山川から丹原町側に新庁舎を建設してほしい。 
・お金がないので合併するのに新しい市になったとき新庁舎を建てるのは、あまりに

も知恵がないように思うのだが、ご意見をお聞かせ願いたい。 

 

（３）将来構想・新市建設計画について 

・下水道の整備が掲載されており、合併後に小松町を含めた全体計画の見直しを行う、

とあるが、そのプロセスを教えていただきたい。 
・何年後に、この計画の中のどの事業を実現してくれるのか、具体的なものを提示し

てくれれば、生活する者としても非常に関心が持てるのではないかと思う。 
・合併に要する費用はどのくらいか。 
・市之川鉱山を世に出したい。 

・特例債４６４億円を頂けるということだが、これはあくまでも「債務」である。金

利はいくらなのか。返却はいつまでになるのか。 

・国、県の補助事業の対象とならないものについては、合併特例債でもって水源の森

整備事業を実施していただきたい。 

・新市建設計画を最終的にやるかやらないかを決めるのは、住民である。その「決め」

の判断として、住民投票を実施する予定はあるのか。 

・合併すれば特例債が発行できるが、１０～１５年後には返済しなければならない。

高齢者人口が圧倒的に多くなる中で、それだけの財政収入をクリアできるのか。 
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・「市街地アメニティ整備」や「ふるさとの川整備」等があるが、東部公園を整備する

考えはあるのか。 

・意向調査の回答率は３７．２％とのことだが、低いのではないか。回答していない

人たちのことについては、どのように捉えているのか。 

・意向調査では、「合併に期待すること」の一番に「自治体の行財政が効率化される」

がある。合併後も職員数はそのままとして、諸条件については高い方に合わしてい

くとしているが、どこが効率化されているのか。 

・女性としては「女性センター」を整備してくれることは非常にありがたい。「女性セ

ンター」という名称は、男女共同参画型から乖離しているので、名称を検討された

い。 

・財政問題について、合併特例債が４６４億円とのことだが、これはいずれ返済しな

ければならない金だと思う。２０年先に果たして財政の健全化が保たれるのか。特

に今の不況下、税収の落ち込みもあると思うが、財政の見通しはどうなっているの

か。 

・僻地の住民の思いが届かなくなるのではないか。地域審議会が窓口となり、それを

取り上げるラインを、ＣＡＴＶ等のネットを隈なく整備することによって、情報伝

達や医療等の問題についても、安心出来る心配りをお願いしたい。 

    ・「豊かな心を育てる教育・文化の創造」について、中学校卒業くらいから２５歳くら

いまでの青少年の健全育成研修施設となる若年青少年交流館のようなものを作ると

良いのではないかと思う。中学校を卒業した後、青年期段階の年齢層に対して、何

か良い教育方策はないものか、是非検討願いたい。 

・「活力ある産業の育成」の中で、林道の整備という項目があるが、合併した中で小松町の

東半分の林道建設をお願いしたい。林道の完成で、資材の運搬が自由にできるようにな

って欲しい。 

・地域情報化の推進としてＣＡＴＶが吉岡（東予市）まで延長されるのは、いつ頃か

分からないか。 
 

（４）企画関係について 

・新市が誕生した場合、議会議員の定数が減る中で、住民の意見をどのように吸収し

ていくのか。地域審議会以外に、住民の声を反映する組織が必要になるのではない

か。地域審議会委員の任期は長くすると惰性になるので、短期間で審議するような

方法がよいのではないか。 

・地域審議会のメンバーがどのような形で選ばれ、機能するのか教えていただきたい。

議会の議員や仕事がダブルのではないか。 
 

 （５）財務関係について 

・２市２町の基金残高、地方債残高それぞれ格差があるが、合併した後、その後始末

はどうするのか。 
・「入湯税」には反対する。出来ればやめてほしい。どうしても導入するのなら減額し

て欲しい。 
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・現在、西条市では納税貯蓄組合に補助金を支出しているが、合併後は事務経費のみ

が支給されるように聞いている。この方針は協議会で決定されているのか。 

・地方交付税はどうなるのか。 
・７割は国の予算で特例債がつかえると説明されたが、逆にいえば３割は借金である。

健全な行財政改革、中長期にわけて長期的な見通しとして、数値目標はあるのか。 

・財政的に吸収合併にならないのか。 
・交付税が下がった場合、住民にどのくらい税の負担が生じるのか。 

・個人市民税の均等割の税率が、２，０００円が２，５００円になるとあるが合併す

るのにメッリトではない。 
・広範囲の行政になると、負担の部分が税金に上乗せされないのか。 

・合併して 10年間で 136億の効果があるとの説明だが、その間は税金も上がらない
と思うが、その後についてどうなるのか。 

 

（６）総務関係について 

・行政改革や構造改革の推進による合理化によって、少子高齢社会をカバーしていく

べきである。 

・名称が仮に「西条市」となった場合、小松町と丹原町は「西条市小松町」「西条市丹

原町」でよいが、東予市はどうなるのか。 
・壬生川にも「本町」があり、小松町にも「西町」「東町」がある。将来、消防署が統

合された時、１１９番への連絡の際に、「西条市の本町」とか「東予市の本町」とい

ったことに対応出来るのか。 
・行政連絡機構について、自治会を通じての行政からの連絡手法は、２市２町ばらば

らだが、どういうような形で連絡が流れていくようになるのか。 
・合併した場合は、集会所の建設に対する県や市の補助は難しくなるのか。 
・大保木地区は消防団の運営にも窮している。中央に置き、迅速に対応する体制を確

立してほしい。 

・自治会に対する補助金は同じか。 

・防犯灯の設置について、合併しても同じか。 
・議員報酬や、特別職の報酬が、一番高い西条に合わせるようになっているが、今の

社会情勢は非常に厳しい状況なので高い方にするのではなく、みんなが潤うまちづ

くりを目指し報酬も考えていただきたい。 

・合併しても、できるだけ小さい地名を残してほしい。 

・合併となれば地域の切り離しになるのではないかと心配している。桜樹出張所（丹

原町）においても従来どおり存続してほしい。支所などに職員を出来るだけ置き、

周辺地域の面倒をみれるような努力をしていただきたい。 

・この合併に関する職員数では１８８人削減すると数を決められているようであるが、

出来るだけ人員を削減し、人件費を削減し住民生活の向上になるようにされたい。 
・瀬戸内バスが自治体補助で明河まで走っているが、現在の調整内容についてお聞か

せ願いたい。 
・合併資料の町名・字名の取扱いの第２案はやめてほしい。 
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・明穂については、小松町、丹原町にある。第１案では、大字名を変えなくてはいけ

ないと思うので、第２案のほうが良いのでは。 

・現在の小松町の名称を、新市の中でも残していただきたい。 
 

  （７）住民関係について 

・橘地区や氷見地区は、印鑑証明などは旧小松町役場へ取りに行っても、窓口が対応

できるのか。 
・印鑑証明、戸籍謄本等の手数料は、丹原町、小松町、東予市、西条市は同一の料金

になるのか。 

・住民サービスとして、例えば、窓口の受付を２１時まで延長する、といったことは

出来ないのか。 

・住民票の交付等について、祝祭日でも大手のスーパーマーケット等で手続きが出来

るように考慮していただきたい。 

   

  （８）福祉関係について 

・ボランティア団体への助成金について、合併した場合に、西条市が独自に持ってい

る基金は、今後も使えるのか。 
・加茂・市之川地区で一番心配なのは病気や高齢化で、病院や買物に行けなくなった

場合にどうしようかということである。コミュニティバスを導入するか、ジャンボ

タクシーを１日１往復、週に２回程度運行してほしい。 
・医療保険の３割負担等、高齢者が暮らしにくい方向になっており、高齢者が楽しく

暮らせる施策を実施していただきたい。 
・大保木の診療所については、今からますます高齢化が進むので、これまで以上に充

実していただきたい。 
・大保木地区は高齢の女性が多く住んでいるが、公共バスの便数が少なく、これ以上

不便になると、ここに住めなくなる。今よりも福祉については、過疎地域には恩恵

が少なくなるのではないか、という不安がある。 
・高齢者、弱者が増えていく中で、民生委員などについては、配慮をお願いしたい。 

・東予市は高齢者福祉や、子育て環境については大変進んだ考えである。その方針を

貫いてほしい。 

 

  （９）産業経済関係について 

・合併した時、西条まつりはどうなるのか、２市２町全部一緒にやるのか。 
・改良区への補助は合併するとどうなるのか。 

・入会山組合が解散し任意組合になると今までとどう違うのか。 
・田野・中川地区畑地潅水事業の協議の経過について。 

・観光について、石鎚山のハイウェイオアシスからロープウェイを、という話があったが、

この際合併という機会に完成させてほしい。 

・綱付山の林道完成は長年の懸案であるので、ぜひともお願いしたい。 

・土地改良区のことについて、いろいろな面において各地区によって異なっていると
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思う。これらについては、協議はなされているのか。 
 

  （10）都市計画関係について 

・同一条件で建てられたという前提で、市営住宅の家賃は統一されるのか。 
・禎瑞地区は過疎が進んでくると思う。市営住宅建設の問題が出て来たら、禎瑞小学

校の周辺部にも建設することを考えていただきたい。 
・新市になって、特定行政庁として発足することによる、国や県からの許認可権限の

譲渡はあるのか。 

・線引き廃止による土地利用に2市2町の取り組みに差があるように聞いているこの
点をお聞きしたい。 

 

  （11）建設関係について 

・合併すれば有料道路が主要道路になると思うが、無料化の見通しはどうなっている

のか。 
・市が計画している道路や河川は合併しても事業を継続するのか。また、新設や、要

望ができるのか。 

 

  （12）上下水道関係について 

・水道料金は、合併のメリットからすれば、調整されるべきである。１０年間で１３

６億円の削減経費で調整するよう努力していただきたい。 
・小松町は下水道がゼロと聞いている。資料を見ると、合併後１０年以内に相談すれ

ばよいと書かれているが、どのあたりまで話が進んでいるのか。 
・合併後、地下水が供給されていない小松町や東予市に、西条市の地下水を供給する

ことがあっても、西条市の地下水は大丈夫なのか。 
・西条市の水は美味いことで有名だが、合併する市町から「西条市の水が欲しい」と

要望してきた場合どうするのか。 
・負担の増減に一番関心がある。上水道の使用料が２市２町で格差が大きい。これを

均等にしなければならないが、どのように調整するのか。 
 

  （13）教育関係について 

・通学区域については、氷見地区は小松町にも近く、小松小学校に通学した方が近い

子供もいる。合併を機に、通学区域を見直していただきたい。 
・西条市の中心の西条地区にも、公民館が欲しい。 
・公民館の機能をもっと拡げて、印鑑証明、住民票等の出先で簡単に出来るものは、

公民館にそういう機能を持たせてはどうかと思う。 
・現在、公民館職員は、館長と主事との２～３名程度なので、人員を増員し、充実に

努めれば、多少でも住民サービスの向上に繋がると思う。 
・公民館職員は嘱託職員であり、正規職員がいない。生涯学習の拠点と言いながら、

なぜ正規職員を配置できないのか。 
・石井秋平氏の基金がある。禎瑞地区独自の郷土資料館を整備して、海苔の資料等を
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集めて展示したい。そういう資料館を整備するにあたり、石井秋平氏の基金を使え

るのか。 
・大町地区に運動広場を整備していただきたい。 
・図書館の本の返却等について、祝祭日でも大手のスーパーマーケット等で手続きが

出来るように考慮していただきたい。 
・管内で東予市の教育水準は高いと聞いているが、今年も全小学校で実施している通

学合宿や幼稚園の授業料などに合併による影響はないのか。 

・西条には公立の幼稚園が少ない。合併すると減らすのか。将来の定員数は分からな

いにしても、現在の定員数を継続していくのか。 

・給食のセンター方式と自校式で当分の間は自校式でやっていただけるとあるが、こ

れからも自校式でお願いしたい。 

・桜樹公民館は存続できるのか。 
・合併すると小規模校は吸収されるのではないかと心配するので、地域の学校を残し

ていってほしい。 

・幼稚園の授業料は、小松町では5,500円で負担が増える。新市では現在の負担より

軽くなる方法で議論してもらいたい。 

 

  （14）議会関係について 

・議員の在任特例については、伊予市の合併協議会のように、議員が自らを律するよ

うな決定をしてもらいたい。 
・議員の在任期間は、特例を使い1年7ヶ月延長するとのことだが、財政面から考え
ると必要ないと思う。 

・議員が合併までに協議を行い、合併の時点で新しい議員が事に当たったら良いと思

う。 

・新市は議員の定数を減らして、自治会長を配置して住民の声が届くようにしてはど

うか。 

・経費削減で合併を言っているなら、議員自らが示すことが合併に大いに意義がある。 

・議員は特例を受けて１年７ヶ月任期が延びるが、即、選挙をすればどうか。 

・議員の定数については一挙に減らすことによってトラブルも出る可能性もある。考

え方はいろいろあり、特例が必要だと思う人もいることを理解いただきたい。住民

の意見を反映していただけるのは、地元の議員だと思う。数が減ると地元の議員が

いなくなることを心配する。そのためにも選挙区制の永続的なことを検討いただき

たい。 

・最初の選挙は選挙区であり丹原町からも議員が選出されるので議員は半年の延長で

いいのではないか。 
・丹原町の議員数が４人でなぜいけないのか１６人だったらなぜ有効なのか。 
・議員は、在任特例により１年７ヶ月にわたり延長ということであるが、すでに合併

しているところでも在任特例が多いがなぜ即選挙が出来ないのか。多くの議員で１

年７ヶ月何をやるのか。 

・即選挙をして定数が少なくなったからチェックが出来ないというのはおかしいので
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はないか。地域根性をだして合併をすると将来不安ではないかと思う。 

・議員の任期延長については、即選挙という意見に賛成である。議員報酬が、丹原町

で約２２万円が３７万円になる、１５万円違う。１年７か月分の期間を掛ければ相

当な金額になる。もう少し倹約する方法はないのか。 

・議員の任期の特例の件について、納得がいかない。アンケート調査でも合併に期待

することで５４．１％が自治体の行財政が効率化されることに住民の方は期待され

ている。議員自らが調整しなければいけないと思う。 

・議員の定数については、経費の問題もあるが、しばらく間は任期を延長していくべ

きではないかと思うが、議員の意見も聞いて住民が納得のいく調整をしてほしい。 

・在任特例を使うことによって、４億円という金額が必要になるのであるが、それが

金額に見合うものかどうかが問題と思われる。 

 
（15）その他について 
・２市２町の合併については、消極的賛成である。 
・地方自治の発展から合併を考えるべきである。 
・合併後、市民一人の生活がどのように変わるのか、その辺りまで合併のメリットを

市民に提示していただければ、合併のメリットを市民レベルで実感出来て、合併へ

の意識がより高まるのではないかと思う。 
・電話番号や郵便番号は変わるのか。 
・合併で効率を厳しく求める声があるが、まちの温かさや潤いを無くさないでほしい。 

・周桑病院は市民病院になるが、診察料は安くなるのか。単に名前が変わるだけなの

か。 
・住民説明会なのに住民が少ししかおらず、皆さん合併に興味がないのではないか。 

・西条市が合併することによる大きなメリットは、必ずや見出されると思う。合併に

対して、将来に対する悔いのない努力と、賢明な理解をもって前進していただくこ

とをお願い申し上げたい。 
・あと２０年もすれば、加茂地区は住民がいなくなるのでないか、と心配している。

後継者がいないので、消防団もあと１０年もたないだろう。ある一定数の人間が住

める状況を行政で整備出来ないか。いろいろな生活基盤の問題、宅地の問題等があ

ると思うが、山間部と融和した格好での住宅整備による地域の保存が出来ないか。 
・過疎化、高齢化が深刻な状況である。今まで合併を経験した中で、「あれはよかった」

というものは比較的少なく、恵まれない境遇にある。「敬老会」についても、出席対

象者が準備をしているのが現状である。この機会に認識していただき、周辺部の人

たちができるだけ楽しく、よい生活ができるように、行政にも力を注いでいただき

たい。 
・行政サービスは人間がサービスするものと解釈するが、合併したら行政サービスを

向上できるのか、今よりも格差が拡がり、行政サービスが低下するのではないか。 
・厚生年金の取扱いは、西条市については新居浜社会保険事務所が行っており、東予

市については今治社会保険事務所が行っているが、合併して同じ市になれば統一さ

れるのか。 
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・警察署は統合されるのか。 
・合併という重要なことについて、なぜ住民の意思を問わないのか。住民投票を実施

すれば賛成か反対かがはっきりする。 
・子供全員が西条市に馴染めず、都市部へ出て行った。若年層の流出を食い止める施

策に力を入れていただきたい。 
・現在調整中のものにマイナスの所があるのではないか。 

・合併をするとデメリットのほうが多いと思う。必ず合併をするのか。 

・新市になるのであれば、市内局番を統一したほうが良い。 
・合併についてメリット、デメリットを具体的に説明して欲しい。 
・補助金について関係団体の理解と協力を得て、統一の方向で調整するとなっている

が、自己財源がない団体については、補助金額の高い方に統一してほしい。 
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８月１８日（月）  氷見地区公民館 

 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ ２市２町の合併については、消

極的賛成である。 

  

２ ２市２町の基金残高、地方債残

高それぞれ格差があるが、合併し

た後、その後始末はどうするの

か。 

総務部長 

 

 

 

 

市 長 

 

 

地方債の残高については、今まで起債

等を実施してきているが、それぞれ残高

を減らしていく方法をもって、的確に努

めていこうと考えている。 

 

西条市は、この１０年の間に、約１９

０億円の一般会計の中から、１０億円ず

つ起債残高を減らすことが出来た。 

財政調整基金については、２４～２５

億円まで積み上げることが出来た。 

これらの経験からすれば、２市２町で

合併した時の会計規模は、４００億円程

度になるが、西条市が約２００億円を占

めるとしても、５％程度は毎年借財を返

済することが出来たが、今度（会計規模

が）倍になれば２０億円程度は（起債残

高を）減らすことが出来るのではないか。 

３ 「入湯税」には反対する。出来

ればやめてほしい。どうしても導

入するのなら減額して欲しい。 

総務部長 現在、「入湯税」については、小松町と

東予市に鉱泉法が適用される温泉があ

り、入湯税が課税されている。 

「入湯税」については、国における行

政事例からすると、約千円程度かかるも

のについて検討を、ということもあるの

で、今後、合併までの間に「入湯税」に

ついては、西条市内の温泉に、どのよう

に課税していくのか、検討していきたい。 

４  合併のそもそものスタートを

聞かせて欲しい。 

市 長 我々の発言力を強化するとすれば、や

はり人口規模、それから生産力などがあ

るが、「総合力」でいこうとすれば、人口

規模が大きいところが優遇されることは

間違いない。 

２市２町、３市２町にそれほどタイミ

ング的なずれは無く、それぞれ「合併し

たらどうなるか」を想定してきた。今回
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の合併は事前の策であり、私は少なくと

も２５万人の「特例市」をつくることに

よって権限をいただき、スピードをもっ

て行政サービスに対応する、こういう考

えであったから、３市２町論を主張して

きたが、まずは今回のステップを踏むべ

きであろう。 

５ 今回の合併は下から出てきた

要求なのか、国や県からの「やら

せ」なのか。「やらせ」ではなく、

地方自治の発展から合併を考え

るべきである。 

 

市 長 今の状況の国で、今までの要求どおり

のことは決して出来るわけがない。 

国がやれないということを、我々がや

れる規模になれば、国依存体質からの脱

却も、今回の合併の一つの大きな起点に

あげるべきだと考えている。 

私は市長として、市民、圏域の皆さん

に、やれる規模になろうと、最低のライ

ンが、効率のいいのが１０万人単位かと、

そういう一つの選択をしようとして、提

言をさせていただいた。 

６ 人口が１２万人になれば発言

力が強まる、という発想はおかし

いと思う。 

それぞれの発展という観点か

ら考えないと、ただ単に合併して

１２万人の都市になるというの

は現実的ではない。 

市 長 自治体間競争をする時に、人口は、非

常に大きな力になるのである。 

「人・もの・情報が集う魅力あるまち

づくり」を標榜してきたが、西条市の人

口が増えているのは、感性豊かなまちだ

から来たい、という生理的な要件と、自

然があり、水があり、トータルで整って

いる。だから人口が増えているわけで、

集積力は間違いない。 

全てがよくなることが原点だが、力の

あるところをより強く、弱いところは埋

めながら、公正・公平の観点からの苦労

はあるが、今回の合併については、我々

の努力と、皆さんの協力、発想力でもっ

てやれると信じている。 

７ 高速道路が出来ても、その地域

の過疎を助長した結果が全国に

見られる。安易な合併によって地

方の活力が吸い取られるのでは

ないか。 

市 長 道路の機能を上手く使うことによっ

て、我々の生活は良くなってくると思う。 

道路は今後も地方においては必要だと

考えているし、なくなれば、今後のマイ

ナス・メリットを元気なところが負担し

なければならなくなる。 
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８ 「合併協議項目協議状況一覧」

をみると、合併２０年後の人口は

１２万人が目標となっているが、

推計人口は１０万９千人となっ

ている。 

目標人口と推計人口の違いは

どう理解すればよいのか。 

合併対策

室長 

 人口については、平成１４年度では、

２市２町で１１万６千人くらいだが、今

後、２０年後の推計人口では１０万９千

人となっている。 

 今後、活性化を図り、流入を促進する

こととしたうえで、目標人口を１２万人

として掲げている。 

９ 議員の場合は、法律で決められ

て、合併協議会等で審議をして、

変更をすることは出来ないのか。

財政の効率化等に逆行する第一

の汚点ではないかと思う。 

 

合併対策

室長 

議員数については、協議会において在

任特例を提案しているが、この在任特例

をなぜ適用したかと言うと、合併協議に

あたり、新市建設計画については、２市

２町の議員が計画の策定に携わってい

る。 

 合併後においても、その執行状況を見

届ける責任があるのではないか、また、

合併後、協議調整する事項も多々あるの

で、首長が失職して不在の状況下、法的

には合併後も一定期間、在任を認められ

ている議員が、地域の代表者として責任

をもって処理することが必要ではない

か、また、合併後、行政面積も拡大する

ので、住民の声を充分に反映して欲しい、

というようなことも含めて、在任特例を

提案しているところである。 

議員の報酬については、現在、２市２

町で差があるが、類似団体（新居浜市、

今治市）に一番近い西条市の例を基に調

整するのが適当と考え、協議会に提案し

た。 

10 「通学区域については、新市移

行後も当分の間現行どおりとし、

随時調整する」となっているが、

氷見地区は小松町にも近く、小松

小学校に通学した方が近い子供

もいる。 

合併を機に、通学区域を大きく

見直していただきたい。 

教育長 通学区域については、当分の間、現状

を維持する方向を出している。通学区域

の弾力化ということを、国も大きな方針

を出しているし、松山市、今治市、新居

浜市が、出来るだけ近い学校に子供を通

学させる方向で検討をし、報告が出され

ている。 

それは合併してから考えてもいいので

はないか、合併してから通学区域の弾力

化ということを考えていくべきではない

かと考えている。 
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８月１９日（火）  橘小学校体育館 

 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ （新市建設計画の）「安心して

快適に暮らせる生活基盤の整備」

のところに下水道の整備が掲載

されており、合併後に小松町を含

めた全体計画の見直しを行う、と

あるが、はっきりしない。そのプ

ロセスを教えていただきたい。 

建設部長 公共下水道の整備については、平成１

７年を目標年次としており、少し遅れて

はいるが、整備を鋭意進めている。 

２市２町で公共下水道事業は、西条市

と、東予市と丹原町とが事務組合で実施

しており、小松町は、合併処理浄化槽で

対応している。 

新市が誕生したら、全体計画を見直し

て、小松町のことも考えていかなければ

ならないと思う。 

目標年次である平成１７年度には、期

間や区域を見直したいと考えている。 

２ 先般、新市の名前をどうするか

について、橘地区も自治会をあげ

て関心を持った。 

今、１０点ほどリストアップさ

れているが、その経緯についてお

聞きしたい。 

合併対策

室長 

新市名については、総数３０，７９７

通の応募があった。そのうち有効件数が

２７，６１４件であった。 

そのような状況の下、市報にも掲載し

たとおり、「西条市」は１８，０６１通の

応募があり、以下「石鎚市」「いしづち市」

…という順になっている。 

新市名の選考については、新市名選考

小委員会（委員８名）において２７，６

１４件（１，８４６種）の中から、委員

が得票数の多い順に１０件を選定し、協

議会に提出された。 

８月２３日に再度小委員会を開催さ

れ、この１０件の中から５件程度に絞ら

れる。この５件が小委員会からの最終報

告として協議会に報告され、協議会にお

いてどれにするかの選考がなされるシス

テムになっている。 

３ 合併を機会に、７８名の議員

が、合併直後は議会を運営すると

思うが、その将来経緯等を市民も

関心を持っていると思う。どうな

るのか。 

合併対策

室長 

議員については、１年７ヶ月の在任特

例を認めることで協議会に提案をしてい

る。 

在任特例を適用したのは、 

① 合併協議にあたり、新市建設計画に

ついては、２市２町の議員が計画の策

定に携わっていることから、合併後に
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おいても、その執行状況を見届ける責

任があること。 

② 合併後、協議調整する事項も多々あ

るので、首長が失職して不在の状況下、

法的には合併後も一定期間、在任を認

められている議員が、地域の代表者と

して責任をもって処理することが必要

であること。 

③ 合併により行政面積が広大化し、住

民の声が反映されにくくなる恐れがあ

ること。  以上の理由による。 

４ 橘地区や氷見地区は小松町の

方が近いのだが、印鑑証明などは

旧小松町役場へ取りに行っても、

窓口が対応できるのか伺いたい。 

合併対策

室長 

新庁舎については、１０年以内に建設

することになっているが、「総合支所方

式」は、管理部門や総務部門は本庁舎に

置かれることになるが、住民に密接な関

わりのある部門については、全て各庁舎

に置くものである。 

住民票や印鑑証明等は、近くの支所に

行けば取得できるシステムを構築してい

るところである。 

 

５ ２０年後の目標人口が１２万

人となっているが、橘地区では何

年後に、この計画の中のどの事業

を実現してくれるのか、具体的な

ものを提示してくれれば、生活す

る者としても非常に関心が持て

るのではないかと思う。 

市として、「これをやれば活性

化する」というものを提案してい

ただければ、地域住民も行政に対

する協力が出来ると思う。 

市 長 橘地区の人口を増やしていくことにつ

いては、今後、土地利用のあり方や、社

会教育の場としての公民館や学校施設の

充実等を中心に考え、どこに住むかにつ

いての選択は転入してくる人たちがやる

ことであろうが、これからは各自治会に

おいても、情報発信をしていくことが必

要になってくる。 

橘地区のみをシミュレーションするこ

とは可能であるが、人口を何人にしてい

くかについての持ち合わせはない。 

全体を底上げしていくために、橘地区

住民と行政との対話の中で、住宅政策、

あるいは川から西の下水道の普及は必要

である。 

西条市が諮問機関としての地域審議会

を持つわけだから、私は下水道整備の進

捗は順調であるべきと思う。 
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６ 合併すれば有料道路が主要道

路になると思うが、無料化の見通

しはどうなっているのか。 

建設部長 

 

平成２０年が償還期限であるが、予想

以上に通行量が多いことから、平成１７

年度中には償還が終了するのではないか

と理解している。 

７ 合併による（削減）効果として、

１３６億円、つまり年間１３．６

億円というように書かれている

が、合併に要する費用はどのくら

いか。 

助 役 

 

新市建設計画については、まだ県と協

議しているところでもあり、確定してい

ないが、本格的な新市建設計画が出来れ

ば、全体的な財政計画が載る予定である。 

「新市建設計画の策定」に掲載されて

いる主要事業の中に、新庁舎建設や、そ

の他全てが網羅されたものが積み上げら

れているが、１,２６２億円が全体のおお

よその事業費といえる。 
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８月２０日（水）  市之川集会所 

 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ 加茂、大保木と合併して何年に

なるか。あの時の禍根が残ってい

る。 

西条市は何一つやっていない。 

市 長 加茂、大保木も一緒であるが、その時

の有様と違うのは、地域審議会を設立す

ることになるので、今までの案件を含め

て、今後大規模な自治体の確立によって、

徐々に解決していかなければならないと

思う。 

２  小松町、橘地区、氷見地区辺り

の住民は、そちらへ市役所を誘致

しようとしているが、市役所は今

の位置を動かさないようにお願

いしたい。 

市 長 どうしても西条市が中心でありたいと

いう思いは強い。したがって庁舎の位置

については、今のところ新庁舎を建設す

るという方向で臨んでいるが、出来れば、

西条の圏域にあることが将来においても

望ましいのではないか、という思いはあ

る。 

３ 「新市建設計画の策定」の中

に、「交通体系の整備」という項

目がある。市之川は公共交通機関

がないので、タクシーで往来をし

なければならない。 

市之川地区（丸野を含む）にお

いてジャンボタクシーを週１回

程度運行し、地域で必要とする

方々が話し合ったうえでジャン

ボタクシーを利用させていただ

いて市街地へ行き、時間を決めて

復路も送っていただく、そういう

ことが出来ないか検討している、

という話を聞いた。 

是非、お願いしたい。 

市 長 加茂、大保木、小松～禎瑞～オレンジ

ハイツ線における福祉バスについても検

討してみたことがある。 

せとうちバスによれば、運転手の雇用

や車両の整備等を考えると、このエリア

では３千万円以内で運行することは出来

ない、ということだった。 

今後、山間部を含めての一つの課題に

なると思うし、そういったことに対する

一つの目線は当てるべきだと思う。 

 

４ 「新市建設計画の策定」の中

に、「歴史文化の保全・活用」と

いう項目がある。 

前々からお願いしているが、市

之川鉱山を世に出したい、という

強い希望がある。江戸時代、市之

川は小松藩の領地であり、「会所

日記」という記録の中にも市之川

鉱山についての記述がある。市之

教育長 市之川鉱山跡が文化的に価値があるの

かどうかわからないが、新居浜市の銅山

跡のあり方とも見比べながら、考えてい

かなければならないとともに、市之川の

ことを知ってもらうことが必要だと思

う。 

市之川のコーナーを郷土博物館に設け

ることを考えるのであれば、もっと博物

館を大きくしなければならないが、合併
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川鉱山のおかげで、小松藩は財政

の窮乏から救われている。小松町

も応援してくれると思う。 

を機会に、計画的に出来れば、と思う。 

５ 人口が少なくなっているので、

応援が欲しくても人がいない。 

週１回でもバスが運行して欲し

いが、そうなると道路も必要にな

り、人口が少ない市之川に投資を

してもらうのも気の毒だと思う。 

 要望 
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８月２１日（木）  西条地区公民館 

 

№   質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ 合併後、市民一人の生活がどの

ように変わるのか、その辺りまで

合併のメリットを市民に提示し

ていただければ、合併のメリット

を市民レベルで実感出来て、合併

への意識がより高まるのではな

いかと思う。 

企画産業

部長 

合併によって市民一人ひとりの生活が

どのように変わるのか、本格的な計画に

ついてはお示ししているとおりである

が、年齢層や価値観によっても変わって

くる。 

そういうことを踏まえながら、出来る

範囲のことで、市民がわかりやすいよう

な、合併したときの生活の変化等につい

て、企画あるいは合併対策室、合併協議

会を中心に検討したい。 

出来るだけわかりやすく、皆さんにお

示しするようにしたいので、しばらく時

間をお貸しいただきたい。 

２ 新市の名称はいつ決定される

のか。１１月に決定されるのか。

合併協議会で決める、ということ

で、住民投票云々ではない、とい

うことか。 

合併対策

室長 

 

今、１０点に絞られている。８月２３

日に予定されている、新市の名称検討小

委員会で５点程度に絞られるだろうと想

定している。 

その後、合併協議会に報告書を提出し、

それから一つに絞ることになる。早けれ

ば、１０月あるいは１１月になると思う。 

（新市の名称は）合併協議会で決める。 

３ 来年１１月１日に新市が誕生

するが、新市長はどうなるのか。 

合併対策

室長 

 

新市長については、合併後５０日以内

に選挙を実施しなければならない。その

５０日以内に選挙を実施して、新市長が

決定される。 

暫定市長はない。５０日間は、特例法

にもあるが、選挙に出ない元首長が職務

執行者として市政を担当する。 

４ 名称が仮に「西条市」となった

場合、小松町と丹原町は「西条市

小松町」「西条市丹原町」でよい

が、東予市はどうなるのか。 

合併対策

室長 

 

合併協議の中で、いわゆる「字」の取

扱いや、町名の取扱いが審議される。 

現在、まだ市名が決まっていない中で、

今後、２市２町でどのように「字」を取

り扱うのか協議がなされる。 

５ 「対等合併」といわれたが、西

条市の部長と小松町の部長とは

同じ給料になるのか。 

合併対策

室長 

 

一般職員の身分の取扱いは、それぞれ

の職名や人事管理、あるいは職員の処遇

の適正化の観点から、処遇等については、

西条市を基本に統一する。現給は保障す
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るが、組織等の調整の中で検討していく。 

詳細は決まっていない。 

６ 印鑑証明、戸籍謄本等の手数料

は、丹原町、小松町、東予市、西

条市は同一の料金になるのか。 

合併対策

室長 

 

手数料については、統一する。 

印鑑証明等は、電算システムを統合す

るので、「総合支所方式」が採られるが、

どこの支所でも取得出来る。 

７ 同一条件で建てられたという

前提で、市営住宅の家賃は統一さ

れるのか。 

建設部長 

 

家賃は、国において決定方式が出され

ている。入居者の収入に応じて決まり、

①住宅の規模、②経年年数、③利便係数、

④市町村立地係数（現在、西条市は０．

８５、東予市・丹原町・小松町は０．７）

の４つの係数を乗じて産出する。 

国が決めた家賃の計算では、合併する

と家賃が１５％も高くなる。そこで、家

賃が下がった方はそのままとし、上がっ

た方は数年間、家賃を減免する方針であ

る。 

８ 水道料金は、西条市が一番安

く、小松町が一番高い。 

合併のメリットからすれば、調

整されてしかるべき、と思うが、

明確な調整の目処がない。 

１０年間で１３６億円の削減

があるというのなら、その辺は調

整出来ると思う。是非努力してい

ただきたい。 

建設部技

監 

水道事業については、受益者負担が原

則であり、独立採算制をもって経営しな

ければならない。水道事業の経営に係る

経費（建設費、維持管理費等）は、水道

使用者の使用料で賄い、赤字になったか

らといって、使用していない者の税金を

もって補填してはならない、と水道法で

規定されている。 

小松町の料金が高いからといって西条

市の料金に合わせると、忽ち小松町の水

道会計は破綻することになる。 

事務費の節減や効率的な運営には努め

るが、それでも赤字になれば、その負担

は使用者にお願いせざるを得ない。ただ、

使用料の差がいつまでも続くことは、負

担の公平性からみて、どこかで調整を図

らなければならない。 

合併による効果をみながら、一定の段

階で調整を図りたいが、しばらくの間は、

現在の料金体系を引き継がなければなら

ない。 
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９ 特例債４６４億円を頂けると

いうことだが、これはあくまでも

「債務」である。金利はいくらな

のか。返却はいつまでになるの

か。 

総務部長 

 

 

 

 

 

助 役 

 

合併による事業を実施するために起債

をするのだが、その利子については、そ

の時その時の利率となり、そのフォロー

として交付税による対応をしていただけ

ることになる。 

 

金利は、年度によっても異なるし、経

済情勢によって公定歩合も変動するの

で、決まっていない。その年その年に金

融機関との交渉により決まる。 

償還年限についても、「５年据置２０年

償還」等いろいろある。 

４６４億円の枠内で起債の許可が出来

ることになっているが、実際は年度毎の

予算編成時に、国や県と協議しながら決

まってくることになるので、今現在でい

くらかは決まっていない。 

10 市名の名称変更によって、どの

くらいの費用がかかるのか、試算

しておいた方がよいのではない

か。 

住友化学と日新化学とが合併

した時は、５億円もかかってい

る。 

市 長 推計は難しいと思うが、その観点は私

どもも注意しているところである。 

 

11 電話番号や郵便番号は変わる

のか。 

合併対策

室長 

郵便番号は、現在の郵便局の番号が基

本となっており、合併によって行政区域

が変わっても、変更はされないであろう。 

電話番号については、西条市は新居浜

局（0897）となっており、東予市、丹原

町、小松町は今治局（0898）となってい

る。 

現在、それぞれの局の加入件数は、ほ

ぼ同じである。 

市外局番、市内局番は、ＮＴＴを含む

全ての電気事業者が共通の制度として使

用していることから、その変更は総務省

の管轄になる。 

変更するには、当該地域の契約者全員

が要望して、かつ、電話番号の変更や、

料金負担の変更について了承しているこ
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とを証明する書類が必要だが、それが出

来ない場合は、全員の総意である旨の行

政からの確認書がいるなど、いろいろ手

続きが必要である。 

今後、手続き関係等を検討しながら打

ち合わせも必要になってくる。 

今の段階では、結論は出ていない。 

12 壬生川にも「本町」があり、小

松町にも「西町」「東町」がある。 

将来、消防署が統合された時、１

１９番への連絡の際に、「西条市

の本町」とか「東予市の本町」と

いったことに対応出来るのか。 

合併対策

室長 

２市２町の分科会と専門部会において

協議するので、混乱のないような取り組

みをする。十分注意しながらやっていき

たい。 

13 一般職員１４１１人のうちか

ら、１０年間で１８８人が削減さ

れるとあるが、現在、臨時職員や

嘱託職員は、２市２町で何人いる

のか。また、これらの職員は今後

どうなるのか。 

総務部長 

 

 

 

 

 

助 役 

 

 

２市２町全体については把握していな

いが、西条市の場合は、７０名余り存在

する。 

合併後、これらの職員も正規職員の配置

と合わせて待遇することになる。 

 

合併すれば１１万７千人の新市が誕生

するが、同規模の今治市や新居浜市の職

員数と比較すると、約１００～２００人

強の差がある。そういうことからすれば、

職員の配置については計画的かつ段階的

に集約を図る。 

正規職員数が、他の同規模の自治体と比

べて多いので、余剰分の職員に臨時職員

や嘱託職員の仕事をしてもらいつつ、正

規職員数を絞り込み、合併のメリットを

出すという考え方である。 

14 議員の在任特例については、伊

予市の合併協議会のように、議員

が自らを律するような決定をし

てもらいたい。 

合併対策

室長 

在任特例を適用したのは、 

① 合併協議にあたり、新市建設計画に

ついては、２市２町の議員が計画の策

定に携わっていることから、合併後に

おいても、その執行状況を見届ける責

任があること。 

② 合併後、協議調整する事項も多々あ

るので、首長が失職して不在の状況下、

法的には合併後も一定期間、在任を認

められている議員が、地域の代表者と
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して責任をもって処理することが必要

であること。 

③ 合併により行政面積が広大化し、住

民の声が反映されにくくなる恐れがあ

ること。 

 以上の理由による。 

15 西条市の中心の西条地区にも、

公民館が欲しい。 

 

教育長 公民館については、先般の西条地区懇

談会の時に、合併を機会に公民館を整備

したい、と申し上げている。 

多分、西条市が本庁になるのではない

かと思っているし、この機会に是非整備

したいと思っている。新しく整備すると

なると、地元の協力も必要なので、是非

お願いしたい。 

16 小松町は下水道がゼロと聞い

ている。資料を見ると、合併後１

０年以内に相談すればよいと書

かれているが、どのあたりまで話

が進んでいるのか。 

建設部長 小松町は、海に面していないこともあ

り、合併処理浄化槽で対応しているが、

新市建設計画にもあるとおり、合併後は

新たな計画を立てて公共下水道を整備し

なければならないと思う。 

17 合併で効率を厳しく求める声

があるが、まちの温かさや潤いを

無くさないでほしい。 

 

 要望 

18 「総合文化会館友の会」に入会

しているが、「友の会」は１０万

円の補助金を貰っている。 

しかしながら、丹原町の「友の

会」は補助金がゼロだから、それ

に合わせて、合併によって補助金

がなくなる、と聞いている。 

廃止、統一、統合という方向か

らだと思うが、合併のメリットか

ら外れるのではないか。 

企画調整

課長 

丹原町には「スタッフ会」があり、町

から補助金を貰っている。補助金につい

ては、部会で調整されるようになると思

う。 

19 周桑病院は市民病院になるが、

診察料は安くなるのか。単に名前

が変わるだけなのか。 

助 役 周桑病院は、１市２町による一部事務

組合が経営している。そこを含めて合併

すると、一部事務組合は消滅し、新市が

引き継ぐ。 

したがって位置付けは、新市の市立病

院になる。診察料については、現在の職

員が同じ体制でやるようなので、それか
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らすれば、高くなる、あるいは安くなる

ことはないと思う。 

20 合併協議会は、合併後も３年間

は存続するのか。 

合併対策

室長 

 

 

 

市 長 

 

 

 合併前に解散する予定であるが、合併

後いろいろ調整しなければならない事項

があるので、何らかの組織は設置する必

要があるのではないかと思う。 

 

新市建設計画の施行状況については、

地域審議会を２市２町に置くことを確認

しており、そこでもってフォローアップ

がなされる部分もある。 

病院の件については、病院経営は初め

ての経験であるが、今からの高齢社会に

おいては、地域医療に主眼を置かなけれ

ば、これからの高齢社会は保てない。 

病院の経営については、どのまち（特

に南予）も苦労しているのが現実である。 

官の力で病院経営がどこまで出来るか、

これらについては、様々な形で情報をい

ただきながら、効果的にやれるのではな

いかと思う。合併による新たな財政基盤

の中の位置付けとして、病院をみていく

ことは必要だと思う。 
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８月２２日（金）  神拝地区公民館 

 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ 合併により、前より不便になる

のではないか、サービスが低下す

るのではないか、そういう問題点

が抽出されている。 

現在の市役所や町役場の機能

もさることながら、公民館をもっ

と充実させたらいいのではない

か、と思う。公民館の機能をもっ

と拡げて、印鑑証明、住民票等の

出先で簡単に出来るものは、公民

館にそういう機能を持たせては

どうかと思う。 

教育長 公民館は社会教育法に基づき、学習す

るところと規定されており、それにより

運営している。 

公民館は、生涯学習、つまり学ぶこと

を通じて生きがいを感じる、また、生き

がいを持っていただく、そういうところ

が公民館なのだ、ということが社会教育

法に規定している公民館である。そうい

う目的で設置しており、役所の下請けを

する目的では設置していない。 

役所の下請けを公民館にさせるのは、

法の趣旨からすれば間違いである。 

他機能を持たすのであれば、別棟を設け

てそういった機能を持たせるようにすれ

ばよいのではないか、と思う。 

２ 現在、公民館職員は、館長と主

事との２～３名程度なので、その

人数では人手は回らないかもし

れないが、合併によって効率的な

人員の運営が出来るのなら、各公

民館へ人員をふりむけ、機能の充

実に努めていただければ、多少で

も住民サービスの向上に繋がる

と思う。 

  

３ 住民説明会なのに住民が少し

しかおらず、皆さん合併に興味が

ないのではないか。 

西条市へ引っ越してきて３年

半になるが、西条市が気に入って

いるので、新市の名称は「西条市」

でお願いしたい。 

市 長 今からも西条市のよさがわかっていた

だけると思うが、他での生活経験があっ

た方からすると、西条市のまずさも出て

くると思う。 

新市の名称の応募を皆さんにお願いし

た時、かなり多くの西条市民が応募して

くださった。それからすると、今回の合

併については、一定以上の理解をいただ

いているのではないか、と思っている。 

これは、「西条市」の名前を残す努力を

せよ、ということであろうが、これにつ

いては、新市名の小委員会で今後とも検

討されるし、そこでもかなりの喧々諤々
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があると思う。 

４ 合併した時、西条まつりはどう

なるのか、２市２町全部一緒にや

るのか、という話を市民はしてい

る。 

市 長 統一まつりは、新市移行後の一つの大

きなテーマだと思う。合併しても私は、

地域のまつりは些かも衰えることなく、

継続していくのがよいと思う。競争意識

も出てこようが、それを上手くコーディ

ネートするのが、新市移行後の行政のテ

ーマだと思う。 

５ 行政連絡機構について、自治会

を通じての行政からの連絡手法

は、２市２町ばらばらだが、連合

自治会や単位自治会で一番スム

ーズにやっているのは西条市で

ある。他は「広報員」がいたり、

区長制度があるようにも聞いて

いるが、どういうような形で連絡

が流れていくようになるのか。 

企画産業

部長 

行政連絡機構は、２市２町全く同じで

はない。市報の配付方法や配付手数料に

も、かなりばらつきがある。 

 当分の間は、今の制度をそのまま踏襲

するが、手数料については、公平平等の

原則で調整する、という方針である。 

 

６ ボランティア団体への助成金

について、現在、西条市内のボラ

ンティア団体は、西条市の基金の

中から活動費を援助してもらっ

ている。合併した場合に、西条市

が独自に持っている基金は、今後

も使えるのか。 

生活福祉

部長 

現在、まちづくりボランティア基金の

果実をもって、ボランティア団体に対し

て年間１０万円を限度額として助成して

いる。基金による果実の運用については、

今日的に利率が低いことにより、本来の

利子が生まれないので、基金からの事業

を実施するために、一般財源を使って事

業を実施しているのが現実である。 

今日的な一つの考え方として、まちづ

くりボランティア基金そのものを廃止し

て、一般事業として実施していく考えで

検討している。 

７ 上神拝では集会所の建設を進

めている。合併すると、補助金を

貰うのが困難になるのではない

か、という意見と、逆に地域が広

くなれば、コミュニティ活動を活

発にしなければならないので、補

助金を受けやすくなるのではな

いか、という二通りの意見が出て

いる。 

合併した場合は、集会所の建設

に対する県や市の補助は難しく

生活福祉

部長 

県の補助金をいただいているので、県

の財政状況により、年度によって建設で

きる件数は異なる。合併すれば、東予市、

丹原町、小松町においてもコミュニティ

施設の建設計画はあるので、新市として

の規模の中で要望をしていくことにな

る。 

それが有利になるのか、不利になるの

かについては、判断して申し上げること

は難しいが、建設を促進するという形に

はしていきたい。 
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なるのか。 制度的なものについては、当市におけ

る今の負担割合を調整していきたい。 

８ 先般、知事選挙の時に加戸知事

が、「合併した時に一番損をする

のは西条市である」という発言を

したことが脳裏に残っている。 

しかしながら、西条市が合併す

ることによる大きなメリットは、

必ずや見出されると思う。 

合併に対して、将来に対する悔

いのない努力と、賢明な理解をも

って前進していただくことをお

願い申し上げたい。 

 知事発言については、私は信頼関係が

あって、知事からこういう言葉が出たと

思っている。県との信頼関係は、明快に

言えば、かつてない素晴らしい関係にあ

ると思う。 

そうした時に、知事の発言は、「この程

度のことを言ってもへこたれるまいな、

西条よ」というものであり、逆に信頼を

置いてくれている証として嬉しく聞かせ

ていただいた。今後とも知事発言につい

ては、「どんと来い」で受けてみようでは

ないか。 
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８月２４日（日）  加茂地区公民館 

 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ 来年１１月１日に２市２町が

合併して新市が誕生するとなる

と、用水の問題が出て来る。 

新市最大の河川である加茂川

に対する依存度が高くなると思

う。加茂川の水源として、加茂地

区の住民は貯水能力を保つ努力

をしている。 

新市建設計画の中に、「自然環

境豊かな地域の形成」の具体的な

施策の一つとして、「水源の森整

備事業の推進」を明記しているこ

とは、当を得たこととして喜んで

いる。 

加茂地区だけでも、過密人工林

として放置されている山が約８

００ｈａあり、小松町も含めると

約２５００ｈａの放置林が存在

する。 

国、県の補助事業で出来る整備

事業は森林組合にお願いしたい

と思うが、国、県の補助事業の対

象とならないものについては、合

併特例債でもって水源の森整備

事業を実施していただきたい。約

５億円あれば出来ると思う。 

企画産業

部長 

西条市は水、「うちぬき」が生命線であ

る。現在も水道課を中心に、地下水保全

条例を検討しているが、この中でも水源

の森の重要性を考えている。 

新市建設計画の中で、特に「水源の森

整備事業」の位置付けをしたが、この中

身については、十分な組立てが出来てい

ない。しかしながら、新市の「売り」と

して水を位置付けるからには、是非力を

入れて整備に取り組んでいきたい。 

２ コミュニティバスの導入につ

いて、高齢化により、通院する者

が多くなっている。 

加茂地区は住みやすいところ

だが、一番心配なのは病気や高齢

化で、病院や買物に行けなくなっ

た場合にどうしようか、というこ

とである。出来れば、コミュニテ

ィバスを導入していただくか、例

えばジャンボタクシーを１日１

往復、週に２回程度運行し、住民

生活福祉

部長 

加茂地区に限らず、大保木地区におい

ても過疎化により、生活上の不便が出て

きている。特に、高齢者の通院時や買物

時の交通手段の確保については、問題意

識をもって検討している。 

コミュニティバスの導入については、

今日的な西条市の課題として捉えていき

たい。具体的な導入時期は明言出来ない

が、今後、問題意識をもって検討したい。 
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が利用出来るようにしていただ

きたい。 

３ 住民投票を実施して、合併の良

し悪しを先に決めるべきではな

いかと思う。 

企画産業

部長 

確かに憲法に主権規定はあるが、制度

として、主権者である国民（地域住民）

が直接投票で市長や議員を選出する間接

民主制が採られており、それが現在の地

方自治のシステムである。直接的な住民

投票を実施しようとは思っていない。 

４ 合併すれば、市役所は絶対に遠

くなると思う。 

 また、地域が広くなれば、行政

サービスが低下するのは絶対で

ある。 

企画産業

部長 

現在の市役所はそのまま市役所として

の機能を残すし、ネット等で便利になる

ように努力をしていく。 

 

５ 医療保険の３割負担等、高齢者

が暮らしにくい方向になってお

り、高齢者が楽しく暮らせる施策

を実施していただきたい。 

 要望 

６ あと２０年もすれば、加茂地区

は住民がいなくなるのでないか、

と心配している。後継者がいない

ので、消防団もあと１０年もたな

いだろう。 

ある一定数の人間が住める状

況を行政で整備出来ないか。いろ

いろな生活基盤の問題、宅地の問

題等があると思うが、山間部と融

和した格好での住宅整備による

地域の保存が出来ないか、と思

う。丹原町や小松町にも、加茂地

区よりも不便なところがあるが、

多くの人が住み、手厚い配慮がな

されているところも見受けられ

る。 

山間部や僻地の振興が、丹原町

や小松町に重点が移りはしない

か、不安がある。 

市 長 僻地が屠られてしまう、合併のスケー

ルの中でこういったことを考えていこ

う、というのが今日の考え方の一つであ

る。このままの状況でいけば、「小さくと

もキラリと光る」という表現があるが、

そのエネルギーがいつまで持つか。 

今回の合併では、地域審議会を置くこ

とによって、合併前と合併後のあり方の

中で、皆さんの要望についてはテーマと

して、合併した後も振り返ることとして

おり、そういう範疇の中で考えるべきこ

とと思う。 

関西圏域が近くなった今日、「空き家を

貸して欲しい」という声が強い。今は空

き家にしていても、一年に２～３回は帰

ってくるという感覚で、自分の財産を守

りながら活用している人たちが条件を示

すことにより、地域から誘導することに

ついても、今後、一緒になって考えても

らいたい。「田舎」を保つためにも、今回

の合併は必要だと思う。 

地域の「知恵」と「工夫」を伝えてい

くことは非常に大切なことなので、自ら
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がやれる一つの規模について、一つの認

識を持たなければならないのではない

か。屠られるのではなく、合併後も守っ

ていく、という前向きの姿勢でなければ

ならないと思う。 

７ 棚田の保全が言われているが、

棚田を持っていた者の考えから

すれば、棚田が荒れてしまった頃

に言われても、保全は難しい。

我々住民が集まって、各所に情報

を発信することはわかるが、それ

をする元気がある人もいない。 

加茂地区や大保木地区のことを

考えてくれる人が、公民館に一人

くらいは置いてほしい。 

市 長 持てるものの価値観については、それ

があって当たり前という感覚と、それは

素晴らしいものだという感覚のギャップ

がある。情報は提供するし、資産の活用

については、行政が加味できる部分では

ないかと思う。公民館については、生涯

学習の場であり、社会教育の拠点として

位置付けている。意見箱等によって、皆

さんの意見を寄せていただきたい。 

現在、企業活動や自治会活動に優れ、

生活感覚を共有できる民間 OB も配置し

ている。 

８ 公民館職員は嘱託職員であり、

正規職員がいない。生涯学習の拠

点と言いながら、なぜ正規職員を

配置できないのか。 

加茂地区のことを考えてくれ

て、住民に外からの情報を流し、

加茂地区の資源を外に発信して

くれる専属の正規職員がいても

いいのではないか。 

市 長  正規職員、嘱託職員に関係なく、能力

でもって配置しており、嘱託職員だから

駄目だ、とは決して考えていない。ただ、

生涯学習、社会教育については、これか

ら重点を置かなければ、子どもたちは大

変である 

９ 数字の上からみれば、過疎化、

高齢化が深刻な状況である。 

 合併については、市報等で報告

がなされているが、今まで合併を

経験した中で、「あれはよかった」

というものは比較的少なく、恵ま

れない境遇にある。 

 たとえば、月２～３回の乗合タ

クシーの運行等を考えていただ

けないか。 

「敬老会」についても、出席対

象者が準備をしているのが現状

である。 

 この機会に認識していただき、

市 長 人と話をする、そして消費行動をする

ことは、生活の中での元気の素の一つで

あるが、周辺地域のスーパーがなくなり、

高齢者がちょっとした買物にも行けなく

なるなど、それらが縮小されつつある。 

コミュニティバスの導入については、

検討を続けてきたが、今の西条市の体力

では難しいと思う。コミュニティバスの

導入は、将来において、各市町が持って

いるものを圏域全体で活用することに繋

がる部分があると思う。 

検討課題とさせていただきたい。 

高齢化等の状況をみたとき、過疎対策

については、合併後の新しい市役所の組
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末端の人たちができるだけ楽し

く、よい生活ができるように、行

政にも力を注いでいただきたい。 

織の中で、担当のセクションを置くこと

を検討課題として持つべきではないか、

と思う。 
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８月２５日（月）  玉津地区公民館 

 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

 新市建設計画を最終的にやる

かやらないかを決めるのは、我々

住民である。その「決め」の判断

として、住民投票を実施する予定

はあるのか。 

企画産業

部長 

住民投票を実施する予定はない。住民

の意思は、現在の地方自治制度からいえ

ば、議会選挙あるいは市長選挙によって

反映されており、議会の議論の中で最終

的な判断を仰ぐ、そういう手順になって

いる。 

住民の意見が二分して、議会では最終判

断が難しい状況であれば別だが、現在は

そういう状況にはないと判断している。 

 財政シミュレーションの中で、

議員等が減ることによる財政効

果（１３６億円の削減効果）があ

るとのことだが、合併後の新庁舎

の建設費等も算入されているの

か。 

総務部長 

 

 

 

助 役 

 

１０年間で１３６億円のゆとりができ

るが、これは合併した場合としない場合

との差額である。 

 

新庁舎の建設費も算入されており、１

００億円程度の見込みを概算で出してい

る。 

 入湯税が導入されるが、例えば

「ひうちの湯」の料金が、今より

も１５０円上がるということな

のか。 

総務部長 

 

入湯税は、鉱泉法による風呂に関係す

るものであり、普通の風呂には課税され

ない。 

国の指導では、宿泊料を含めて千円以上

ということであり、今後、入湯税につい

ては調査したい。 

 

 合併後、地下水が供給されてい

ない小松町や東予市に、西条市の

地下水を供給することがあって

も、西条市の地下水は大丈夫なの

か。 

建設部技

監 

地下水については、東予市及び丹原町

にも十分あり、小松町が若干足りないと

いう状況である。区域外へ地下水を供給

することについては、地下水自体に水利

関係者等がいるので、協議を詰めて判断

しなければならない。 

したがって現時点では、今の給水区域

の中で地下水を一定確保することを原則

に、協議を進めている。万が一、地下水

を供給することになっても、小松町に足

りないのはわずかな量なので、西条市の

水が足りなくなるような危険な状況にな

ることはない。 
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 説明を聞くと、合併すればバラ

色になる、というような話だが、

行政の発想であり、合併をするの

なら、もっと新しい発想、違う立

場から計画を練り直すことを検

討してほしい。 

市 長 今の国の状況からすれば、我々は皆倒

れてしまう。それに備えたエネルギーは

絶対に必要だと思う。国には金がないの

だから、財源を求めるために労働人口を

増やしていくことが、地域の持てる力を

強くする方法だと思う。 

 地方交付税が削減される中、この際

に人口１２万人のまちをつくることによ

って、持てる「総合力」、あるいはトータ

ルで地域がよくなることを模索しなが

ら、一つのエネルギーとして合併を考え

たい。そのまま情勢に流されて、西条市

はこのままでよいのか、その時に応じた

政策をやってみようではないか、という

提案をしているのである。 

 合併したら玉津地区はどうな

るのか、具体的な内容を聞きた

い。 

建設部長 合併したら玉津地区はどうなるのか、

ということだが、建設部関係については、

線引きの廃止に向けて、３市２町で協議

を進めている。線引きを廃止すれば、特

殊な土地以外は、サラリーマンが農地を

買って、家を建てられるようになる。 

新市建設計画の中には、街路（古川玉

津橋線）を東へ延伸すること、飯積大橋

から道路を国道１１号まで延伸すること

といった道路整備を考えており、計画の

中に盛り込んでいる 

 在任特例が適用されることに

より、合併後も任期が１年７ヶ月

延長される。トータルで議員報酬

が５～６億円になると聞いたが、

いかがなものか。 

合併対策

室長 

在任特例を適用したのは、 

① 合併協議にあたり、新市建設計画に

ついては、２市２町の議員が計画の策

定に携わっていることから、合併後に

おいても、その執行状況を見届ける責

任があること。 

② 合併後、協議調整する事項も多々あ

るので、首長が失職して不在の状況下、

法的には合併後も一定期間、在任を認

められている議員が、地域の代表者と

して責任をもって処理することが必要

であること。 

③ 合併により行政面積が広大化し、住

民の声が反映されにくくなる恐れがあ
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ること。  以上の理由による。 

合併した場合の議員の報酬総額につい

ては、１３６億円の削減効果の中に含ま

れているが、議員数が７８名から３４名

になることにより、１０年間で１２億円

の削減効果があるとの推計をしている。 

 合併すれば特例債が発行でき

るが、１０～１５年後には返済し

なければならない。高齢者人口が

圧倒的に多くなる中で、それだけ

の財政収入をクリアできるのか。 

市 長 

 

合併特例債は、その約７割が地方交付

税として補填される。今、収入が少ない

時に、一つの財源として使うことがよい、

と判断した。行政として、利益が上がる

仕組み、利益になる仕組みをつくるとと

もに、今後、合併による４００億円の予

算規模の重点的な配分や、合理的な運用

によって、地域福祉には十分応えられる

のではないか。 

 まちが大きくならないとでき

ない、というのではなく、５万人

以上の人口を抱えている西条市

が、毎年約１０億円の借金を返し

てきているのなら、合併をしなく

ても、もっと新しいまちおこしが

できるのではないか。 

市 長 今の状況から、国が悪くならない保証

があるのなら、それは可能である。２０

２０年には、国の借金は１千兆円になる

ことが予想されている。 

「小さくてもキラリと光る」という言

葉があるが、そのエネルギーが大きなう

ねりの中で、いつ埋没するのか、という

危機感がある。自らがよくなろうと思え

ば、一定の体力は必要である。 

 「合併に関する意向調査」につ

いては、４４，８５０人のうち約

３分の１の人が回答し、回答率は

３７．２％となっている。これを

主体にして計画を策定したのか。 

合併対策

室長 

全国的には、アンケートの回収率は２

０～２５％が平均である。そのことから

すれば、３７．２％の回収率は良好な状

況である。今回の意向調査の回答をもっ

て、基本的には計画を策定している。 

 行政サービスは人間がサービ

スするものと解釈するが、合併し

たら行政サービスを向上できる

のか、今よりも格差が拡がり、行

政サービスが低下するのではな

いか。 

大きくなると、まちの中心を主

体にした行政サービスになって

しまうのではないか、という不安

がある。 

 

企画産業

部長 

行政サービスの格差是正については、

分科会及び専門部会において、原則とし

てサービスは極力よい方に合わせること

で調整し、その財源は、合併によるコス

ト削減メリットを充てて、あるいは、地

域産業力や財政基盤の強化によって生み

出す努力を継続する、という背景がある。 
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 新市建設計画において、「健康

で幸せな暮らしの実現」中の「健

康な生活の支援」の主要事業とし

て、「高齢者健康増進施設の整備」

とあるが、具体的にどういうもの

を考えているのか。 

生活福祉

部長 

高齢者が生きがいを持てる、健康的な

暮らしを送ることを実現することも、行

政課題として重要なものと認識してい

る。 

想定しているものは、新市としての地

域の中で、グラウンドゴルフ場等の整備

を地域的な割り振りの中で考えていく位

置付けである。 

補足として、介護施設等の整備につい

ては、高齢者福祉施設の整備促進という

形の中で、併せて整備する予定である。 

 「自然環境豊かな地域の形成」

中の「自然環境の保全」の主要事

業として、「市街地アメニティ整

備」や「ふるさとの川整備」等が

あるが、東部に対する関心は持っ

ていただいているのか。 

東部公園を整備する考えはあ

るのか。 

建設部長 加茂川等の水辺の整備については、水

利管理上問題のない空間があるところか

ら実施しているが、玉津地区にはそうい

う場所が少ないのではないかと思う。 

御舟川からパチンコ店「５６８」まで

の区間については、緑道公園の整備とし

て新市建設計画に盛り込んでいる。 

東部公園についても計画に盛り込み、

将来整備していきたい。 

 「活力ある産業の育成」の主要

事業として、「農業生産基盤の整

備」とあるが、具体的にどのよう

な整備をするのか。 

企画産業

部長 

これまでにも圃場整備等を実施してき

たが、２市２町それぞれの計画に従い、

今後も力を入れて整備に取り組む。 

それで農業生産力を高めて、その農産

品をもって１．５次産業化を図り、付加

価値を付けて、この圏域における「地産

地消」のサイクルを構築する、あるいは、

京阪神へ出荷する考えをもってこの計画

を策定した。 

 合併協議会の今後の予定をみ

ると、来年３月に合併協定書に調

印し、１１月には新市誕生となっ

ているが、調印等については、予

定通り進めていくということか。 

新庁舎の位置や新市名は、いつ

までに決めなければならないの

か。 

企画産業

部長 

２市２町全体で住民説明会を開催し、

皆さんの意見を伺い、それを合併協議に

反映したいと考えている。 

合併協議会において協議が整えば、市長

が執行権をもって協定書に調印する。そ

れを２市２町の議会に諮り、議決をいた

だければ、合併についての申請を県に上

げていく手続きを想定している。 

時期はあくまで予定であり、協議が順

調に整えば、こういうスケジュールにな

ることを示している。 
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新市名は、調印までに合意しておかな

ければならない。 

新庁舎については、「総合支所方式」を

採るので、全ての庁舎で今までどおりの

事務ができる。 

 意向調査の結果、住民が「合併

に期待すること」の一番は、「自

治体の行財政が効率化される」こ

とである。 

議員の在任特例については、今

治では直ちに選挙を実施して定

数を減らすようだが、それに比べ

ると２市２町は長いのではない

か。在任期間を短縮すれば、経費

が節減され、かなり効率化される

のではないか。 

合併対策

室長 

宇摩は１年１１ヶ月、今治は在任特例

を適用しないが、今治は１２市町村で合

併するので、議員数が百数十名になるこ

とから、在任特例を認めていない。 

在任特例については、２年間以内とす

る規定があるが、この根拠は、２年あれ

ば予算を編成することができ、決算の審

査もできるから、ということによる。 

２市２町で１年７ヶ月にした理由は、

この期間であれば、議会で予算を審議し、

ある一定の方向付けができるのではない

か、と考えたことによる。 

 「新市の将来像」の一番に、「安

心して暮らせる医療・福祉のま

ち」とあるが、新市建設計画の中

からは、それに対する回答が読み

取りにくい。総花的に記述するの

ではなく、合併した時のメリット

及びデメリットを、もう少しわか

りやすく説明してもらえないか。 

企画産業

部長 

公共料金等について、現在、調整をし

ているところなので、しばらくお待ちい

ただければ、個々具体的にお知らせでき

ると思う。 

 アンケートは設問の方法によ

って、誘導されるところがある。

意向調査結果が、本当に新市建設

計画の中に活かされているのか。 

「行政への満足度・期待度」か

ら判断すると、右上の部分では、

住みよい地域をつくるためのイ

ンフラ整備の基本的な条件が強

く表されていると思う。「商業の

振興」や「農業の振興」等につい

ては、住民の意見と、行政が加味

する計画全体とのバランスがと

れていないような感じを受ける。 

行政の考えていることと、住民

のニーズとの相関関係にねじれ

市 長 相関図をみると、満足度・期待度が上

位にある事項を支える財源を捻出するの

が下位の事項であると解釈する。 

上位にある事項を支える基盤が、まだ

足りないと思う。下位にある事項を引き

上げる努力をするとともに、下位にある

事項を引き上げようとすれば、上位にあ

る事項にも取り組まなければならない、

という思いで臨むべきである。 

商業の振興については、我々は様々な

手法をもって商店街に持ちかけている

が、自らの集合体をもって、粘り強く取

り組み、利益を上げていただき、税をい

ただいて上位にある事項に還元するため

には、皆さんの「知恵」と「経験」が非
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はないのかどうか聞きたい。 常に大切である 

 地方分権は、住民自治でもって

住みよい地区を実現することが、

その究極の目的だと思う。 

住民のコミュニティの関係、ボ

ランティアの関係の満足度・期待

度を、行政が誘導したり、住民が

努力しながら、もう少し高く上げ

るようにしなければ、味のよいま

ちができないように思う。 

 意見 
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８月２６日（火）  禎瑞地区公民館 

 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ 現在、電話の市外局番は、

西条市と新居浜市は０８９７

で、東予市は０８９８だが、

それはどうなるのか。 

合併対策

室長 

市外局番は、ＮＴＴを含む全ての電気

事業者が共通の制度として使用している

ことから、その変更は総務省の管轄にな

る。 

変更するには、当該地域の契約者全員

が要望して、かつ、電話番号の変更や、

料金負担の変更について了承しているこ

とを証明する書類が必要だが、それが出

来ない場合は、全員の総意である旨の行

政からの確認書がいるなど、いろいろ手

続きが必要である。市外局番をどのよう

にするかについての決定はなされていな

い。したがって、様々な意見を踏まえな

がら検討していくことになろう。 

 厚生年金の取扱いは、西条

市については新居浜社会保険

事務所が行っており、東予市

については今治社会保険事務

所が行っているが、合併して

同じ市になれば統一されるの

か。 

合併対策

室長 

今は承知していないので、市報か何か

で連絡させていただく。 

 石井秋平氏の基金がある。

禎瑞地区独自の郷土資料館を

整備して、海苔の資料等を集

めて展示したい。 

そういう資料館を整備する

にあたり、石井秋平氏の基金

を使えるのか。 

企画産業

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務部長 

石井氏からいただいた基金は、教育文

化の振興基金として２億円、体育の振興

基金として５千万円を西条市がいただい

ており、石井氏の意思に従って使ってい

る。 

西条市が管理しているのは２億５千万

円であり、その使途ははっきりしている

が、合併後もその目的に沿って使うなり、

この際にどうするかについての、西条市

としての方向性を出さなければならない

と思う。 

 

２市２町それぞれが基金を持ってい

る。 

その中で、同種の基金については一緒に

なると思う。その他については、それぞ
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れの基金が持つ特性があるので、調整を

していかなければならない。 

石井氏の基金については、西条市のた

めに、という特性があるので、それにつ

いては、今後どのように取り扱うかを協

議しているところである。 

 意向調査の回答率は３７．

２％とのことだが、低いので

はないか。 

回答していない人たちのこ

とについては、どのように捉

えているのか。 

合併対策

室長 

通常、意向調査は無作為抽出で実施す

るところが多く、大体１０００～５００

０程度を抽出して実施するケースが多

い。その場合、回答率は４０％前後のよ

うである。 

ただ、２市２町の合併については、全

世帯の方に参加していただき、様々な意

見等を少しでも多くいただきたい、とい

う考えから全世帯を対象にした。 

全国的に全世帯を対象にしているとこ

ろもあるが、平均的には２５％前後の回

答率なので、３７．２％の回答率は概ね

よかったのではないか、という感触を協

議会では持っている。 

 合併しても、禎瑞地区を見

捨てないでいただきたい。 

市 長 自治を預かる者として、見捨てること

は絶対にあってはならない。「禎瑞地区を

見捨てるな」ということだが、「見捨てる」

という表現が適切かどうか。 

そのために、地域審議会を市長の諮問

機関として、２市２町それぞれに置くこ

ととしているが、進捗状況を確認するな

ど、諮問機関としての役割を果たしてく

れるものと思う。 

今後も、地域と行政との関係の限りに

おいては、お互いが助け合いながら、理

解しあいながらやっていけると思う。 

 合併後の議員数等について

は、現在検討中とのことだが、

定数をそのままにすると４億

円の財政難になると聞く。 

行財政の見直しとの関わり

で、どういうような方向に進

もうとしているのか。 

合併対策

室長 

４億円の差は、７８名の議員が１年７

ヶ月在任した場合と、即選挙を実施して

３４名とした場合に出てくるものであ

る。 

特例法では、２年以内は在任すること

ができる、との規定があり、在任特例を

適用したのは、 

① 合併協議にあたり、新市建設計画に
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ついては、２市２町の議員が計画の策

定に携わっていることから、合併後に

おいても、その執行状況を見届ける責

任があること。 

② 合併後、協議調整する事項も多々あ

るので、首長が失職して不在の状況下、

法的には合併後も一定期間、在任を認

められている議員が、地域の代表者と

して責任をもって処理することが必要

であること。 

③ 合併により行政面積が広大化し、住

民の声が反映されにくくなる恐れがあ

ること。 

 以上の理由による。 

１年７ヶ月という在任期間は、平成１

６年１１月１日から始まるので、平成１

７年度の当初予算を審議するようにな

り、また、平成１８年度の当初予算も審

議することにより、合併後の事業執行状

況を見届ける責任が果たされるのではな

いか、ということで、その在任期間を協

議会に提案している。 

 新市名の決定は、いつごろ

になるのか。 

合併対策

室長 

新市名は、小委員会で５点に絞られた

が、９月２６日に開催される合併協議会

に報告され、それから選考するので１０

月か１１月になると思う。 

 線引きの問題に取り組んで

いただいているが、心配なの

は、児童数も禎瑞小学校が一

番少ないと思うし、新市がス

ムーズに機能するようになる

までに、禎瑞地区は過疎が進

んでどうにもならなくなるの

ではないか。 

過疎化にブレーキがかかる

には時間も要するし、今後６、

７年の間に、合併で大騒ぎし

ているうちに禎瑞地区は落ち

込むのではないか、という心

配がある。 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行の線引き制度は、その使命を終え

たのではないか、という切り口からこの

問題に取り組んだが、一番のテーマとし

たのは、過疎化、過密化現象である。小

学校の存廃が、一番気になるところであ

る。現状のまま推移すれば、その問題が

出てこないとも限らない。 

線引きの廃止を前提として、これから

はインフラ整備に取り組むべきだと思

う。例えば、この地区にも公共下水道が

整備されるようになったが、中心地域と

周辺地域との格差はある。しかしながら、

この地区に公共下水道を導入することに

よって、人が住むようになり、特徴のあ
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今後、市営住宅建設の問題

が出て来たら、禎瑞小学校の

周辺部にも建設することを考

えていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

る地域づくりが出来るようになると思

う。 

この地区が低迷するかどうかについて

は、今の教育制度のあり方から踏み出さ

なければならない部分が出て来ると思

う。今後、構造改革特区構想の中で、規

制緩和を取り上げるとともに、地域づく

りには規制緩和をもってやるべきことは

やりたいと思う。 

少子高齢化の中で、人口を１１万７千

人から１２万人に増やそうとしている

が、これには産業政策、自治の政策をも

って、「住みたくなるまち・西条」へ周辺

から人を誘引しなければならない。 

 

校区制を弾力的に運用しよう、という

ことにも取り組んでいるが、住民の賛同

は得にくいと思う。 

他市では周辺地域の人口が増えて、中

心地域が空洞化しているが、西条市では

逆に中心地域の人口が増えている。その

大きな原因は、土地利用の問題にあるの

ではないか。線引きの廃止による影響が

出て来るには何年かかかると思うが、そ

の影響が出て来たら他市のような現象が

生じはしないか、そういうことも考えな

がら神拝校区をどうするかを考えてい

る。 

一方では、土地利用が規制されている

ことにより、住宅が建てにくくなり、そ

のために子供が減っている校区もある

が、そういう状況下で、児童数を増やし

ていくにはどうしたらよいか。 

合併により、直ちに校区を統合して学

校を廃止する、という出発点で合併に臨

みたくはないが、政治的な手法（線引き

の問題等）でなければ、一度に児童数を

増やすことは難しい。 
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８月２７日（水）  神戸地区公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

 ８月１５日付けの愛媛新聞に

掲載されていた記事に、７８

人の議員の任期が１年７ヶ月

延長される、という方針が出

ていた。即選挙をした場合、

議員報酬に係る４億円の経費

が節減される、とのことだが、

その辺りについて説明願いた

い。 

合併対策

室長 
議員の任期については、現在協議中の案

件である。議員の場合、在任特例を国が認

めているが、これは２年以内であれば、引

き続き在任することが出来る、という特例

であり、我々からは１年７ヶ月の期間を提

案させていただいている。 

１年７ヶ月の在任期間中、議員数は７８

人となるが、合併後、即選挙を実施して３

４人とした場合と比べて、４億円の差が出

る。 

在任特例を適用したのは、 

①合併協議にあたり、新市建設計画につ

いては、２市２町の議員が計画の策定に

携わっていることから、合併後において

も、その執行状況を見届ける責任がある

こと。 

②合併後、協議調整する事項も多々ある

ので、首長が失職して不在の状況下、法

的には合併後も一定期間、在任を認めら

れている議員が、地域の代表者として責

任をもって処理することが必要であるこ

と。 

③合併により行政面積が広大化し、住民

の声が反映されにくくなる恐れがあるこ

と。 

 以上の理由による。 

１年７ヶ月という在任期間は、平成１７

年度、１８年度の当初予算を審議していた

だければ、合併後の事業執行状況を見届け

る責任が果たされるのではないか、という

ことで提案した。 
 広範囲の合併になるが、

様々な交流が今以上に多くな

る場合において、有料道路の

無料化については、県にどの

ように働きかけるのか。 

建設部長 有料道路については、３０年計画で平成

成２０年には無料になるという計算になっ

ているが、現実的には、平成１７年度中に

は無料になるのではないか。 

将来計画については、現在２車線となって

いるが、北側に更に２車線を足し、全体幅
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が２５ｍの４車線にすることを都市計画決

定しているので、将来は４車線として、２

市２町の幹線道路にしていかなければなら

ないと考えている。 
 意向調査では、「合併に期待

すること」の一番に「自治体

の行財政が効率化される」が

ある。 

合併協議会会議状況報告書

をみると、合併後も職員数は

そのままとして、諸条件につ

いては高い方に合わしていく

としているが、どこが効率化

されているのか。 

人間を減らせないのはわかる

が、住民サービスとして、例

えば、窓口の受付を２１時ま

で延長する、といったことは

出来ないのか。全国でも進ん

だ市は、住民の利便性を追及

しているが、全国に先駆ける

ようなことを実施する考えは

あるのか。 

企画産業

部長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

合併特例法に、現在の職員の身分を守る

規定があるが、削減計画を策定して、１０

年間で１８８人の職員を削減することを想

定している。事務的な削減効果としては、

市長が一人となり、議員数についても、在

任特例は設けるが、期間後は地方自治法上

の定数である３４人になることで、１０年

間で１２億円の削減効果が出る。公用車や

コンピュータシステムも統合するので、か

なりの削減が出来ると想定している。 

合併当初は「総合支所方式」を採り、現

在の支所にも職員を残すが、将来的には一

ヶ所に統合して、リストラをやっていこう

としている。そういう中で、職員の余裕を

一方では生み出し、時間延長については、

特に様々な施設については、時間帯をそれ

なりに設定していかなければならない。住

民サービスの充実は大きな課題なので、そ

の方向で取り組んでいきたい。 

 
職務時間の延長、フレックス・タイム制

の採用は、将来考えられてよい。これから

の自治体は、御指摘の方向に行くべきだと

認識している。 

少子化の中で、それを支える側のエネル

ギーが持続するかどうかであるが、能力の

ある人、体力のある人をつくっていくこと

が、今後も地域には必要だと考えている。 

他の都市に先駆けることについては、事情

を勘案しながら考えたい。 
 もし合併が決定した場合、

新庁舎の位置については、有

料道路に面した西部地域を候

補地として提案したい。 

現在の市庁舎の駐車場は、

９０数台しか車が入らない。

助 役 新庁舎の位置については、現在、小委員

会において協議されており、当面は２市２

町それぞれの庁舎を活用して、その中の一

つを本庁舎にする予定である。本庁舎の位

置については、小委員会における意見の大

勢は、西条市がよいであろう、ということ
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もし合併が決定した場合は、

大規模に駐車場を利用出来る

ようにしていただきたい。人

口１１万７千人の都市になれ

ば、大規模な駐車場が必要だ

と思う。 

思い切った庁舎、思い切った

駐車場の整備を希望する。 

だが、そのことについては決定されていな

い。 

「総合支所方式」を採れば、一つの庁舎

が本庁舎に決まれば、残りの３つは総合支

所となる。その件については、来月早々の

小委員会において決定が出され、それを受

けて合併協議会に諮ることになっている。 

「総合支所方式」の中で、本庁舎は西条

市がよいであろう、という意見が大勢なの

で、我々としては是非そうしていただきた

く、努力したい。 

駐車場の問題についても、小委員会にお

ける意見の中で、丹原町や小松町の代表者

からも、本庁舎は西条市でよいが、駐車場

を是非確保してほしい、という注文が付い

ている。車で来庁する一般客も多くなると

思うので、周辺で駐車場を確保するよう検

討している。伊予製紙跡地に総合福祉会館

が完成すれば、保健センターがそちらへ移

るので、健康診断の受診者等の車がそちら

へ抜けることになり、将来かなりのスペー

スは確保出来るが、大きな市になれば駐車

場は不足する、という認識は持っている。 

１０年以内に新しい庁舎を建設する方向は

小委員会で決まっており、その位置につい

ては、小委員会でこれから検討することに

なっているが、先般の委員発言の中には、

西条市の西寄りに適地を求めてはどうか、

という意見もある。我々としては、是非西

条市内で適地を求めることで合意をしてい

ただきただきたく、努力している。 
 愛媛県下１２市の中で人口

が４番目の市になるが、現在、

松山市、今治市、新居浜市の

３市が特定行政庁としの業務

を取り扱っている。許認可関

係では、３市以外の市では県

の合議が必要なので、相当の

日数を要する。 

西条市では約３０～３５日

建設部長 建設部関係について、開発許可について

は、県から、平成１７年４月からは市で取

り扱ってもらいたい、との話がなされてい

る。建築確認については、受入の準備等も

あるので、少し遅くなるのではないかと思

う。 
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かかるところ、松山市や新居

浜市では２週間程度で許認可

が下りる。 

新市になって、特定行政庁

として発足することによる、

国や県からの許認可権限の譲

渡はあるのか。 
 警察署は統合されるのか。 助 役 合併の事務的な詰めの中で話があり、交

通安全協会、防犯協会等の警察関係団体が

あるが、そういう団体も一つになることが

望ましいということもあり、警察に照会し

たが、当局からは「今のところ考えていな

い」との回答があった。 

警察署を統合した方がよいのかどうかと

いう問題もあるが、県や警察本部の方針に

ついては、わかりかねている。 

 まだ決まったわけではない

が、女性としては「女性セン

ター」を整備してくれること

は非常にありがたい。ただ、

男性も一緒に利用出来るよう

な名称にしておいて方がよい

と思う。 

「女性センター」という名称

自体が、男女共同参画社会か

ら乖離しているのではないか

と思う。 

生活福祉

部長 
男女共同参画社会を推進していくため

に、活動拠点としての施設は必要であろう

と考えている。 

その活動の主体が女性であることを明確に

示す方が、一つの箱物の位置付けとしてよ

いのではないか、ということで「女性セン

ター」としたが、今後、御意見を参考にし

ながら実際の位置付けを検討したい。 

 財政問題について、合併特

例債が４６４億円とのことだ

が、これはいずれ返済しなけ

ればならない金だと思う。 

議員の報酬や定員数等につ

いては、平成１８年５月３１

日までは現状のまま移行する

が、４億円の経費が見込まれ

ている。 

地元からの要望等で、合併

絡みの事業が増えると思う

が、２０年先とかに果たして

財政の健全化が保たれるの

総務部長 現在、２市２町で年間約４００億円の財

政を運営している。１０年間のシミュレー

ションでは、約４０００億円の事業を想定

しているが、その中では、新市建設計画の

中にある１２６億円の事業を含めた合併特

例債を予定している。 

合併特例債については、事業費の約９割

を起債するが、７割については国から地方

交付税が充当される。 

また、このまま合併しなければ地方交付税

は漸減するが、合併して地方交付税を確保

することでも対応する。税の関係もあるが、

今のところシミュレーションでは、健全な
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か。 

特に今の不況下、サラリーマ

ン等の収入が減り、税収の落

ち込みもあると思うが、財政

の見通しはどうなっているの

か。 

財政が保てるような計画を組んでいる。 
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８月３１日（日）  大保木地区公民館 
 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ 新市建設計画をみると、市民

は「合併したら、こういう事業

が具体的に実現するのか」とい

う誤解を持つのではないか。 

予算の裏付けがあって、「い

つまでにこれぐらいの事業が

実現する」という希望があれば

よいが、こういう状況では難し

い点もあると思う。 

市民にそういう意識があり、そ

の視点で眺めていく、という観

点の中で、今後、新市建設計画

を推進していただきたい。 

市 長 新市建設計画には２市２町の課題が

全て出てきているが、今の自分たちの力

以上のことを合併によって取り組もう

としている。 

西条市では約２００億円の一般会計

が、２市２町では倍になる。これを効率

運用することによって、新市建設計画に

掲載されている事業を達成していくこ

とが出来るのではないか。またやらなけ

れば、「快適環境実感都市」は実現出来

ないであろう。 

私の感覚としては、権限の拡大、他の

市町村との競争力を付けるとともに、１

２万人の都市形成をすることによって、

そういったことに歯止めをかけるため

にも、合併は必要だと思う。 

少子高齢化社会を考える時、利益を上

げる企業、あるいは元気で働ける市民を

創り出す仕組みづくりを、今よりも財政

規模が大きくなれば、容易に取り組める

と思う。 

この圏域で４６４億円の借金をして

もよい、というのが合併特例債であり、

借金をしても、毎年国から交付税による

補填がなされるものであるが、こういう

補助率が高い制度は、今のところ考えら

れない。 

こういうものを地域のために活用する

タイミングが、今回の合併にあると思

う。 
２ 大保木地区は消防団の運営

にも窮しているが、それを中央

に置き、迅速に対応する体制を

確立されるのであれば、それは

我々の願うところである。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

消防長 

山林火災が発生した場合の対処につ

いてのノウハウは、加茂地区や大保木地

区の住民しか持っていない。機械力のみ

に頼るのではなく、知恵や工夫、体験を

今のうちに伝えなければならない。 

 

１０年後には、加茂地区や大保木地区
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では団員がいなくなる状況なので、大保

木は氷見と、加茂は神戸と合同で運営し

なければならない、という思いはある。

３ 僻地の住民の思いが届かなく

なるのではないか。地域審議会

が窓口となり、それを取り上げ

るラインを、ＣＡＴＶ等のネッ

トを隈なく整備することによ

って、情報伝達や医療等の問題

についても、安心出来る心配り

をお願いしたい。 

市 長 新市建設計画の事業も一つの大きな

政策であるから、これらから派生するも

のについては、その進捗状況を地域審議

会で審議し、行政も合併による新しいま

ちづくりに向かって進むことは、新市の

一つの使命である 

４ 大保木の診療所については、

今からますます高齢化が進む

ので、これまで以上に充実して

いただきたい。 

生活福祉部

長 
診療所については、合併すると、運営

主体である協議会は解散して、新市が引

き継ぐことになる。新市の診療所とし

て、現状維持で運営していく中で、その

充実についても問題意識をもって検討

していきたい。 
５ 大保木地区は高齢の女性が

多く住んでいるが、公共バスの

便数が少なく、これ以上不便に

なると、ここに住めなくなる。 

合併によって、よい面も必ず

出て来ると思うが、今よりも福

祉といったものについては、過

疎地域には恩恵が少なくなる

のではないか、という不安があ

る。 

市 長 公共交通機関による高齢者の交通手

段の確保は、目を離せない。交通手段の

確保については、新市が誕生しても、利

便サービスを提供しようとすれば、考慮

に入れざるを得ないと思う。 

合併の中でもテーマとして持つべき

であると思うし、今の行政でも取り組む

べき課題でもあると思う。 

ただ、費用対効果の中で、それに取り

組むことによって利益を享受する人た

ちが、全体の中で悪者にされない理論武

装は必要であり、若年者から高齢者を含

めて理解していただき、事業に臨む姿勢

が必要だと思う。宇摩地区は福祉バス

を、丸亀市は百円バスを運行しようとし

ている。 

 決して収益にはならないが、そのよう

なことに取り組むことによって、「元気

な人」や「笑顔」が出てくれば、数値の

上での費用対効果は出ないが、次の素晴

らしいことに繋がると思う。 
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９月２日（火）  大町地区公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

１ 新庁舎建設の話が出ている

が、それによって旧庁舎や市

の施設を、まだ寿命があるの

に廃棄する、といった無駄な

節約をしないように注意して

いただきたい。 

企画産業

部長 

新庁舎の建設については、新市誕生後に

住民の合意を得て検討するが、現在のとこ

ろ旧庁舎や古い施設の用途については、確

定していない。 

新市建設計画に様々な施設整備が掲載さ

れているが、この中の一部が旧庁舎等に入

ることも十分想定される。 

新市誕生後、住民の意見を拝聴しながら、

望まれる施設整備をしたい 

２ 行政改革や構造改革の推進

による合理化によって、少子

高齢社会をカバーしていくべ

きである。 

 

企画産業

部長 

 

 

 

 

合併に望まれているものは、行財政の効

率化であるが、特別職や議員の定数削減等

により、人的な効率化は大幅に進むものと

思う。将来的には庁舎を統合することによ

って、内部管理部門も大幅に削減されるこ

とになり、１０年間で約１８８人の人員削

減効果が出ると思う。 

そうしたことで、１０年間で約１３６億

円の節減が出来ることを想定している。 

今回の合併自体にも、少子高齢社会の中

でいかに生き残るか、ということが発想の

基盤にある。 

３ 住民一人一人が、「合併して

よかった」と結果的に思える

ようにしていただきたい。 

市 長 現在、各市町で開催されている住民説明

会の全容が把握されれば、２市２町の首長

の会において、合併がうまくいくかどうか

について、一つの認識をするべきだと思う。 

行政改革や構造改革に取り組むことは勿

論だが、西条市はこの８年間、毎年約１０

億円ずつ借金を減らしてきた。これは市職

員の力であり、合併して多少の借金が増え

ても大丈夫である、という自信がある。 

合併すれば素晴らしい人材にも恵まれる

であろうし、「合併してよかった」と思える

方向に向かっての取り組みが肝要であると

思う。 

４ 西条市では行財政が順調に

運営されているように思う

が、東予市、丹原町、小松町

企画産業

部長 

２市２町の行財政状況は、財政力指数等

においては、西条市が一番良い。各市町に

おいて賢明な行財政運営を進めており、産
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も西条市と同じ歩調で進んで

いるのか。 

業基盤や土地事情によるばらつきもある

が、決定的に如何ともし難い状況ではなく、

起債残高も許容範囲にある。 

新市になって力を合わせれば、元気のあ

る都市が生まれると思う。 

５ 加戸知事が、「西条市は合併

したら損をする」と発言した

ことについての見解について

聞きたい。 

市 長 加戸知事の発言は、西条市と愛媛県との

信頼関係の中から出てきた言葉だと思う。 

「損をする」ということだが、基金につい

ては、小松町は西条市よりも多く積み立て

ており、それぞれに小規模ながらも行財政

の運営に取り組んでいる。 

西条市の運営については、知事としても

心配されていない、ということではないか。 

知事の発言については、前向きに捉えてい

る。 

６ 大町地区に運動広場を整備

していただきた。 

市 長 運動広場については、常に問題意識を持

っており、目線は決して外していない。市

内の運動広場等の改修にも、順次取り組ん

でいるところである。 

大町地区における運動広場の整備について

の要望は、忘れることなく前向きに捉えて

おり、「推進あるべし」という姿勢で臨みた

い。 

７ 在任特例の他に、新市にお

ける最初の選挙に限り、選挙

区を合併前の関係市町の区域

ごとに設ける提案がなされて

いるが、この後は、全市で一

区というような選挙区になる

のか。 

合併対策

室長 

 

在任特例を適用した理由については、 

① 合併協議にあたり、新市建設計画につ

いては、２市２町の議員が計画の策定に

携わっていることから、合併後において

も、その執行状況を見届ける責任がある

こと、 

② 合併後、協議調整する事項も多々ある

ので、首長が失職して不在の状況下、法

的には合併後も一定期間、在任を認めら

れている議員が、地域の代表者として責

任をもって処理することが必要であるこ

と、 

③ 合併により行政面積が広大化し、住民

の声が反映されにくくなる恐れがあるこ

と、による。 

また、１年７ヶ月という在任期間につい

ては、平成１６年１１月１日から任期が始
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まるので、平成１７年度の当初予算を審議

するようになり、また、平成１８年度の当

初予算も審議することにより、合併後の事

業執行状況を見届ける責任が果たされるの

ではないか、ということで、その在任期間

を協議会に提案している。 

そして、１年７ヶ月の期間が過ぎた後は、

３４名の法定定数で選挙を実施するが、最

初の選挙に限り選挙区を設ける、というこ

とで協議会に提案している。 

８ 新市が誕生した場合、議会

議員の定数が減る中で、住民

の意見をどのように吸収して

いくのか。 

全市一区で選挙を実施した

場合、特定地域出身の議員が

議席を占めることによって、

住民の意見が届かなくなるこ

とがあるのではないか。 

地域審議会以外に、住民の

声を反映する組織が必要にな

るのではないか。 

地域審議会委員の任期は長

くすると惰性になるので、短

期間で審議するような方法が

よいのではないか。 

合併対策

室長 

 

 

 

 

 

市 長 

地域審議会委員の取扱いについては、調

整方針案があり、任期は２年とすることで

確認されている。 

再任することは出来るが、新市建設計画

の執行状況等を見守る責務あり、委員の数

は１５名以内で組織することとしている。 

 

昭和の大合併の反省の中で、地域審議会

をもって合併後も、それぞれの地域の要望

等をみていこうとしている。 

議員の声は、即ち住民の声であり、尊重

したい。議員活動の中から様々な声が出て

来るであろうが、それ以外に意見を聞く機

会や、こちらから問い掛ける機会はあると

思う。 

今の行政サービスを低下させないという

テーマを持ちながら、今回の合併を進めさ

せていただきたい。３４名の議員定数がよ

いかどうかについては、皆さんと協議をし

なければならない時期が来たのではない

か。様々な声を聞くために、議員の定数に

ついては、増やす議論があってもよいと思

う。 

９ ２市２町合併に向けての進

捗状況は何パーセントぐらい

なのか。 

助 役 期間的には丁度真ん中に位置するが、事

務上の協議については、今後に残されてい

る手続き等を考えると、まだ半ばぐらいで

はないか、という感覚を持っている。 

10 住民票の交付や図書館の本

の返却等について、祝祭日で

も大手のスーパーマーケット

生活福祉

部長 

 

一つの制度として、市民の利便の向上と

いう観点から考えて、効果があると判断さ

れれば、新市において検討しなければなら
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等で手続きが出来るように考

慮していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

ないテーマであると思う。 

「総合支所方式」が採られれば、それぞ

れの庁舎で住民サービスに関する手続きが

出来るが、その対応によってもなお不便が

あると判断されれば、御意見にあったよう

なことも検討しなければならないと思う。 

行政事務の効率化の観点から、住民票の

自動交付機等のシステムも検討対象に入っ

ており、行政効率としての住民サービスの

向上は、新市建設計画の中でも謳われてい

る。 

 

本の返却については、西条市では公民館

等に返却ポストを設けているので、祝祭日

でもそこへ持参すれば返却は可能である。 

住民説明会で御意見があったことや西条

市の事例を伝え、２市２町で公平なサービ

スが受けられるようにすることで、「合併し

てよかった」ということを実感してもらえ

るのではないか。 

11 現在、西条市では納税貯蓄

組合に補助金を支出している

が、合併後は事務経費のみが

支給されるように聞いてい

る。 

この方針は協議会で決定さ

れているのか。 

助 役 先般の協議会において、その方向で調整

していくことを確認していただいた。 

具体的には、補助金については、事務費

の範囲内のもののみとさせていただいた。 

その理由としては、裁判所において、法律

に照らして適切ではない、という判例が出

され、全国の市町村が廃止していることに

よる。東予市も既に廃止しており、合併を

機に、正常な状態に落ち着くものと御理解

いただきたい。 
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９月５日（金）  飯岡地区公民館 

 

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 

 合併した後、対等合併とは

いえ西条市が中心となって

進めていくようだが、３～５

年間は人事や予算等のこと

について、言いたい放題のこ

ととを言ってくると思う。こ

れにどのように対応するの

か。 

 

市 長 「中心は西条市である」という表現が受け

止められるとしたら、西条市民が「今後も我々

がやってやる」という思いの中での受け止め

方だと思う。 

合併協議会の有様については、西条市の例

に倣う、という表現が多々あったが、東予市

の例に倣う、という表現もあり、良いところ

は採用していこうということで検討を重ね

た。 

「西条市を中心に」という皆さんの声があ

ったということが、皆さんの気持ちを頂きな

がら取り組ませていただく一つの大きなエネ

ルギーになると思う。 

２市２町の現首長の思いは、合併を実現す

ることは一つの責務である、ということであ

り、新市建設計画についての議論を重ねるこ

とにより、首長、理事者、市職員、市民の心

意気は大きく変わってくると思う。それぞれ

の立場で、新市建設計画に掲載されている事

業は、順調に推進されるべきである、という

ことを念頭に置いて計画を策定させていただ

いた。 

 愛媛新聞に、議会議員の任

期を延長することにより４

億円が必要、と書かれていた

が、これはどういうことか。 

合併対策

室長 

在任特例を適用した理由については、 

① 合併協議にあたり、新市建設計画につい

ては、２市２町の議員が計画の策定に携わ

っていることから、合併後においても、そ

の執行状況を見届ける責任があること、 

② 合併後、協議調整する事項も多々あるの

で、首長が失職して不在の状況下、法的に

は合併後も一定期間、在任を認められてい

る議員が、地域の代表者として責任をもっ

て処理することが必要であること、 

③ 合併により行政面積が広大化し、住民の

声が反映されにくくなる恐れがあること、

による。 

４億円の差は、７８名の議員が１年７ヶ月

在任した場合と、即選挙を実施して３４名と
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した場合に出てくるものである。 

また、１年７ヶ月という在任期間について

は、平成１６年１１月１日から任期が始まる

ので、平成１７年度の当初予算を審議するよ

うになり、また、平成１８年度の当初予算も

審議することにより、合併後の事業執行状況

を見届ける責任が果たされるのではないか、

ということで、その在任期間を協議会に提案

している。 

 西条市の水は美味いこと

で有名だが、合併する市町か

ら「西条市の水が欲しい」と

要望してきた場合どうする

のか。 

建設部技

監 

地下水とはいえ、水利権者等がいるので、

直ちに西条市の水を１市２町に供給すること

は難しい。飲料水については、東予市と丹原

町には十分賦存し、小松町において若干不足

しているのが現状であるが、如何ともし難い

状況ではない。 

現在の行政区域の中で、必要な水は確保し

ていくことを原則として調整は整っている。

万が一、合併後に水利権者等の同意も頂き、

小松町に水を供給することになっても、小松

町の人口は１万人であり、西条市民１人当た

りの一日使用水量３３４ℓを小松町民に供給

すると、一日３３４０ｔの水を使うことにな

る。 

しかしながら、かつて伊予製紙が一日９０

００ｔの水を使用していたことから判断して

も、西条市の水が直ちに枯渇するような状況

にはならない。 

 納税貯蓄組合について、現

在の西条市のシステムは、合

併後は踏襲できない、という

ことか。 

総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 役 

これまで納税貯蓄組合に補助金を支出して

いたが、平成１０年度に、納税貯蓄組合法か

らすれば補助金を支出することは違法であ

る、とする判決が出た。 

東予市は補助金を廃止し、松山市、今治市、

八幡浜市も順次廃止している。 

それに則り、今回、東予市の例により調整し

た。 

 

国や県の指導もあり、県下１２市のうち６

市が補助金を廃止している。西条市において

も内部的に検討してきたが、存続することは

厳しく、合併までは続けるという判断のもと
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に支出してきた。 

理屈上、東予市に西条市の例に倣うように

要望することは出来ない立場にあり、東予市

の例に倣うべきであろうという判断のもと、

調整方針を確認した。 

 合併という重要なことに

ついて、なぜ住民の意思を問

わないのか。 

住民投票を実施すれば賛成

か反対かがはっきりするし、

我々も得心する。 

助 役 現在の地方自治制度は、議会と首長との両

輪で運用している。地方自治法上、住民投票

制度はあるが、それは最後の最後で、という

認識を持っている。 

選挙で選出された市議会が、住民の代表者

として意見を代弁していただいていると考え

ており、直ちに住民投票に付す考えは、今の

ところない。 

先般、市議会において、議員の発議により

住民投票条例を制定する旨の議案が提出され

たが、賛成少数で否決されている。住民の代

表としての議会があることから、まずはその

判断でよいのではないか、と考えている。 

 新庁舎を１０年以内に建

設する、とのことだが、個人

的には金もかかるので合意

できない。いわゆる「総合支

所方式」でもって、現存の庁

舎を活用したり、必要に応じ

て増築、拡張する方が、財政

面からもよいのではないか。 

１０年以内に建設するこ

とを国に約束することにな

るが、新市発足後、結局は庁

舎を建設しないとすること

もあり得るのか。そのような

ことは特例法との関係上、許

されるのか。 

合併対策

室長 

 

 

 

 

 

 

 

助 役 

新庁舎を建設して、管理部門を集中するこ

とにより、行財政の効率化が望める。 

また、新庁舎の建設には財政支援があり、

建設費のうち９５％については起債が許可さ

れ、そのうちの７０％は地方交付税で償還さ

れるという非常に有利な制度を利用して、建

設をすることができる。今後、行財政の効率

化のためにも、新庁舎建設は必要である。 

 

新市建設計画に掲載されていることを、１

０年以内にはどうしても実現できなかった、

という場合もあり得ると思う。１０年以内で

これらの事業を成し遂げる心積もりではいる

が、計画を変更しなければならない事態が生

じた時は、新市の議会に諮り、承認を得なけ

ればならないこととされている。 

「総合支所方式」でよい、という意見もあ

るが、それでは一つの市が誕生したにもかか

わらず、一つの地方公共団体としての一体感

が醸成できない。また、庁舎が一つに統合さ

れると、総務部門や企画部門の職員が削減さ

れ、財政面での効率化が図られる面もある。 
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 納税貯蓄組合の補助金を

打ち切るのに、議会議員７８

名を据え置くのは不自然で

ある。 

市 長 対等合併とはいえ、「西条市がリーダーシッ

プを執る」という気持ちが皆さんの中にある

と思うが、１市２町からは、「西条市に吸収さ

れるのではないか」という声も聞こえる。そ

うした時に、地域住民の声をどこでどのよう

に吸収するか、また、合併後は一日も早く融

和一体感を持たなければならない、というこ

とから、期間限定で現在の定数を確保するこ

とに繋がっていった。 

４億円の経費を要する、という話があるが、

その効果が大であることを自覚自認しながら

４億円を投資することにより、素晴らしいま

ちづくりに繋がると思う。西条市職員には、

毎年１０億円の借金を減らしてきた誇りと自

信、また、２０数億円の財政調整基金を積み

上げてきたエネルギーがあり、合併後もリー

ダーシップを執って、財政を効率運用する中

で、４億円を上手く投資してくれると思う 

納税貯蓄組合の件については、公務員とし

て法規を遵守する精神からすれば、一定の判

断をするべきであろうと思う。 

 子供全員が西条市に馴染

めず、都市部へ出て行った。

若年層の流出を食い止める

施策に力を入れていただき

たい。 

市 長 少子高齢化の中で、近くに子供、親、祖父

母や孫がいることが、理想的な一族のあり方

だと思う。しかしながら若者の意識は、それ

らと同一根にはなく、賑わいを求めて出て行

ってしまう。 

若者が何を求めているのか、我々と地域と

が一体となって、常にアンテナを高くしてお

くべきである。 

若者の流出を食い止めるために、今後も働

く場は創出していきたい。企業誘致は簡単に

はいかないと思うので、地場企業に利益を上

げていただいて従業員を増員してもらう、ま

た、新しい産業部門を創り、雇用してもらう

ことも表現していくことが大切だと思う。 
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８月２０日（水）  周布公民館 
 

 61

№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１ 新市の名称について、私の要望

としてはさまざまな恩恵を受け

ている石鎚にちなみ、石鎚市にお

願いしたい。 

市 長  公募を行い 4,000 近くの応募があっ
た。 
協議会にも強い要望があったと伝えた

い。 
２  合併すると良い話ばかりだが、

負担はどうなのか、財政などマイ

ナスの所はないのか説明をお願

いしたい。 

市 長  不安な点は十分理解できる。しかし、

ほとんどのマイナス点は解消ができると

思っている。新しい市になって議会、行

政、市民が議論をすべきことはあると思

う。 
３  現在調整中のものにマイナス

の所があるのではないか。 
総務部長 １、３００項目の多岐に亘る協議項目

を調整している。住民説明会では住民生

活により密接なものを説明できるよう、

提案段階にまでこぎつけて説明させてい

ただいた。一部調整中のものについては

十分な説明が出来ないのは申し訳ない

が、ご理解をいただきたい。 
４  議員の在任期間を特例を使い

1 年 7 ヶ月延長するとのことだ
が、財政面から考えると、必要な

いと思う。 

議会事務

局長 
 この特例は合併前の総数に対し激減す

ることを緩和するためにあり、また、合

併協議の状況の見届けや、地域の代表と

しての責任、住民の声の集約を図るなど

の必要性から在任特例を適用することと

したが、現在、合併協議会に提案し協議

中である。 
５ 
 
 
 
 
 

 議員が合併までに協議を行い、

合併の時点で新しい議員が事に

当たったら良いと思う。 

市 長  いろいろな意見があってしかるべきだ

と思うし、そのためにこうした説明会を

開催させていただいている。今の時点で

協議が済んでいる事項を報告させていた

だき、さらに皆さんから意見をいただき

今後の合併協議を進めたい。個々の事項

についてはいろいろ議論があると思う

が、全体を考えていただきたい。 
 

６ 
 
 
 
 

 合併をするとデメリットのほ

うが多いと思う。必ず合併をする

のか。 

市 長 合併の相手を決めるときなど、各集落

などで座談会を開き2市2町で合併をし
ようとの世論ができ今日に至っている。

合併をするとの前提で、今日は説明会を

開催させていただいている。 



７ 
 
 
 
 
 

 財政的に吸収合併にならない

のか。もっと東予という名称を大

切にできないのか。黒谷だろう

が、街中だろうが、みんながメリ

ットを受けるようにお願いした

い。合併をすればどこに住んでい

ても同じだ。協議会でもっとがん

ばって欲しい。 

市 長  名称についてのご意見は、承っておき

ます。「市内どこに住まれていても、低負

担で高サービスが受けられる街をどうや

って作るか。」黒谷の住民の方にも「東予

市にいてより良い町になるように一緒に

やっていこう」といいました。吸収合併

になるような感覚になる状況を作っては

だめだと思う。こうした考えでやってい

きたいと思う。 
８ 
 
 

 東予の呼び方は、県を東予、中

予、南予と分けているもので、東

予市とは違う石鎚市が良い。 

  

９  新市になるのであれば、市内局
番を統一したほうが良い。 

総務部長 同じ市内で局番に相違が生じることに

関しては当初から心配しており、当局に

対しては改善方の要望をしている。料金

が高くつくし、市外局番から番号すべて

をまわすのは手間もかかり市民の皆さん

にとって不都合だと思う。局番統一は難

しいし、出来ても時間がかかるという当

局の見解だが、引き続き要望していく。

10 
 

 有料道路の無料化をお願いし

たい。 
市 長  再度県にお願いをしていきたい。 
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８月２１日（木）  吉井公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  合併時の有料道路の無料化に
ついてと、線引き廃止による土地

利用に 2市 2町の取り組みに差
があるように聞いているこの点

をお聞きしたい。 

市 長 
 
 
 
 
 

技術監 

 無料化については 17 年度中に償還が
終わるので無料化になると思う。県も対

応をしていただけると思う。線引き廃止

については、2市 2町が足並みをそろえ
ることになっている。 
 
２市２町で土地利用については協

議中である。市街化調整区域は、現在

まで培われた良好な住環境を守って

いくため、特定用途制限地域の指定を

行い、第 1種住居専用区域に準じた用
途とする。 
また、建築のなかで建築物の用途を

制限することを協議している。 
線引きが廃止された後の土地の価

格については、市街化調整区域内農地

の宅地利用について宅地の価格評価、

市街化区域内農地については通常の

農地としての評価になる。最終協議は

終わっていないが、２市２町が歩調を

合わせた有効な土地利用のため協議

を進めている。 
２  黒谷地区については是非新市
の方にお願いしたい。 
 行政にお願いをしたときに合

併を理由に先送りされることが

あるが、このようなことはやめて

欲しい。 

市 長  黒谷の件については、住民の意向が一

番だと思う。確認をした時に総意ではな

いと感じ今は受けられないと返事をし

た。 
 大きなプロジェクトについては合併後

に具体化する方針をとりたいが、地域の

問題はできるだけ取り組みたいので言っ

て欲しい。 
３ 
 
 
 
 
 
 

 特例法第 7 条はどのようなこ
とが書かれているのか、また期限

が延びたことでどのくらい費用

が要るのかお聞かせ願いたい。 

議会事務

局長 
 
 
 
 
 

7条は、議会議員の在任に関する特
例を規定しており、合併協議によりそ

の期間合併市町村の議会議員として

在任することができる。その任期は、

合併後 2 年を超えない範囲で協議会
が定める期間。編入合併の場合は残任

期間がその期間として定められてい
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る。このことにより協議会には 1年 7
ヶ月の在任期間と、定数 34名、選挙
区について提案を行い協議中である。

経費については約 4 億円が必要と試
算しているが、合併の効果は 10年後
には 12億円の削減が図られることに
なる。 

４  議員の報酬について合併する
と西条と同じになるのか。 

議会事務

局長 
 

 新市の議員として同じ職務をするわけ

であり、類似団体に近い西条市を基礎と

して調整することで協議会に提案してい

る。 
５ 
 
 
 
 
 

 管内で東予市の教育水準は高

いと聞いているが、今年も全小学

校で実施している通学合宿や幼

稚園の授業料などに合併による

影響はないのか。 

管理部長 
 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 通学合宿のように地域に定着して

いる事業については、継続して実施で

きるように提案している。授業料など

については、現在 2,430円徴収してい
る入園料は無料に、月額 6,800円の授
業料は国立幼稚園の例（現在の 6,400
円）に準じて安くなるよう審議してい

る。 
 
東予市にかかわらず、良い事業はある。

これらについては新市に広げていく必要

があると思う。PTAの組織も東予市が１
市2町を引っ張り協議をしている。あり
がたいと思う。 
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８月２２日（金）  多賀公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  新市の名称は石鎚が良いと思

い石鎚で応募したが、西条市は

西条祭りを残したいとして運動

したと聞いた。個々が、自由に

応募していただけたら良かった

と思う。 

市 長  同様の意見を吉井、周布で聞いている。

西条市も今、住民説明会をしているが、そ

の場で西条の名前に思い入れがある意見

が出されている。西条も、石鎚もどちらも

歴史のある良い名前と思う。最終は協議会

で決定されると思うが、どちらにしても市

民の皆さんは納得していただけると思う。

２ 新市は議員の定数を減らし

て、自治会長を配置して住民の

声が届くようにしてはどうか。

市 長  そういったことも協議の中でしてはい

るが、議会では３４名の定数で、はじめて

の選挙は東予市で１０名の議員定数でい

こうと協議をしている。地域の声が通らな

いといけないとして、地域審議会を設ける

ことにしている。地域の声を代弁していた

だくこととしている。 
３  ２市２町で合併するとどうし

ても人数の多い方が有利になる

と思うが、この点についてのご

意見を聞かせていただきたい。

市 長  現在東予市の効率化については精一杯

のところである。合併をしてより効率を上

げるが、どの項目についても今より向上さ

せないと合併の効果が得られない。また、

合併によって生じる余剰金で施設を作る

よりみんなが受けられるサービスを考え

ている。そして、人口が多いとか、少ない

とかに関わらず、どこに住んでいても同じ

負担で、同じサービスを受けられることを

目標にしている。大きなプロジェクトは新

市に引き継いで進めていくつもりだが、新

市の議会や、市民が議論してやっていくも

のだと考える。 
４  農業委員会の定数と、選挙区

が明記されているが、これは新

市になるからか、その点を説明

していただきたい。時期的には

何時のことか。 
 

産業経済

部長 
 壬生川・多賀の農地面積が減っているの

で次回の選挙から選挙区が４から３にな

る。 
前回の選挙の時より減ってきているの

で、次の選挙から統合することになる。 

５ 
 
 

 選挙区が別なら、会は独立し

て、新市になっても別々に会を

行うのか。 

産業経済

部長 
 合併をして約８ヶ月間は西条に一つ、東

予周桑で一つ、その後新市で一つの農業委

員会として協議会へ提案させていただい

ている。 
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６ 
 
 
 
 

 委員の定数で公選の委員と、

推薦委員はどうなるのか。 
 
 
 
 
多賀地区の定数が減ると言う

ことには違いないので、今の農

業情勢を考えたら、現状を出来

るだけ守っていただけないか。

産業経済

部長 
 
 
 
 

市 長 
 
 
 
 
 
 
 

助 役 
 
 

 合併後の委員の定数は４０名になって

おり、うち東予市の定数が１４名になって

いる。協議会に提案中である。東予市の３

選挙区の定数は今後協議していくことに

なる。 
 
面積が足らなく多賀、壬生川は一つの選

挙区にできないので吉井、周布を合わせ４

地区で選挙区を設けるが、詰めが出来てい

ない近々協議を行う。 
基本的には農業委員会で協議をしてい

ただくことだが、要望があったことを伝え

たい。 
 
新市になっての定数については、有権者

数で決まるので西条が１２名に対し、東予

市は１４名になっている。新たな選挙時に

はこの定数が３選挙区に配分される。 
７ 
 
 
 
 
 

 総合支所方式であるが、不安

である。支所で用事が終わるの

か。 
高齢者、弱者が増えていく中

で、民生委員などについては、

配慮をお願いしたい。 

市 長  そうした不安はあると思うが、いずれは

本庁方式になると思うが、その場合住民へ

の身近なサービスが落ちないように考え

ていかなければいけないと考えている。 
 職員の効率化も管理部門を減らし、その

余剰分を専門分野に向けていき、地方で自

立できるまちを作っていくことが大切で

ある。特に少子化、高齢化の問題は重点的

に対応していくように頑張っていきたい。

８ 新市の庁舎が西条市に建設さ

れるなどの噂がある。（ 注 東予市

民報）このことに対する基本的な

考えを聞きたい。 

市 長 そうしたおそれがあるとのビラが配ら

れたが、これは決まっていることではな

い。 
今、説明したように我々がやっていきた

いことと全く違うことが書かれている。庁

舎の位置についても協議はしているが決

定されているものではない。新しい庁舎は

新市の新しい市長や、議員、市民が協議を

して決めることだと話をしている。今、２

市２町のお互いが分かり合えていない。将

来一つの市になったときに場所や、位置を

決めるべきとの意見を述べている。 
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８月２５日（月）  壬生川公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  公立の幼稚園が西条には少な
い合併すると減らすのか。 
 
 
 定員のことは将来は分からな

いにしても、現在は継続してい

くのか。 

管理部長  当市の場合は私立幼稚園が１園で残り

は公立である。入園料については無料にす

ることと、授業料を４００円下げて６，４

００円程度にし、するようにそして、合併

後も東予市は公立を主体に運営を行うよ

う調整中である。南部複合施設の定員も１

０５名を予定しており、現在は定数を減ら

す予定はない。 
２  聞いていると良いことばかり
だが、広範囲の行政になると、

負担の部分が税金に上乗せされ

ないのか。 

市  長  １０年間で１３６億の削減効果がある。

この財源をサービスの向上や、負担の軽減

に当てていくことを考えている。保険料等

については、受益と負担の原則があるが、

急激な負担の増加を抑えるために出来る

範囲で考慮したい。全てがバラ色ではない

が、全体的に考えれば、合併効果は上がる

と思う。 
３  議員が 80名で任期が 1年 7
ヶ月延長されるが、必要がある

のか。それと議会の場所につい

てお聞きしたい。 
 
 
 
 経費削減で合併を言っている

なら、議員自らが示すことが合

併に大いに意義がある。 

議会事務

局長 
 

 議会議員は、特例法により任期及び、定

数の特例措置がある。合併前後の状況の激

変を緩和し、合併に関し建設計画や、事務

処理の調整にも地域の代表として必要で

ある。また、合併によって広域になった場

合の住民の声を反映させるためにも、合併

前の議員が責任を持って進める必要があ

るとして特例を協議会に提案している。議

員は78名いる。議場は事務段階で調整中
であるが、公民館、市民会館の大会議室な

どを検討している。 
４  若い人が集まっていない。出
てこないなら出てくるように方

法も考えて。また、出向いてで

も若い人の意見をもっと聞くべ

きである。この会はこれで終わ

りか。また、再度開催するのか。

市 長 
 

 若い方への施策がない訳ではない。少子

化、子育て、教育等について水準を上げて

いく協議をしているので、参加していただ

き話を聞いて欲しい。今日もできるだけ呼

びかけているが実際は参加が少ない。ホー

ムページなどで情報開示はできていると

思うが、もっと皆さんから意見をいただき

たい。こうした会としてはできないと思

う。しかし色々な機会をとらえ説明してい

きたい。 
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５ 
 
 
 
 
 

 合併が全国的に進められてい

るが、事務の統一なのか、人員

の整理なのか。目的を聞かせて

いただきたい。 

市 長 
 
 
 
 

 発端は財政難からより効率のよい行政

を進めることだと思う。道も良くなり経済

圏も広がってきているので、行政圏も見直

し、より効率が上がるようにしなければい

けないと考えている。東予市においても効

率化を図っているが、合併をしてより効率

化を目指したい。 
このことは、アンケートや、こうした会

の場で住民の意見として合併に賛成をい

ただいている。ただ、範囲については意見

もあるが現在は2市2町で、10万都市を
目指すことが良いと思っている。 

６ 
 
 
 
 
 

 市が計画している道路や河川

は合併しても事業を継続するの

か。また、新設や、要望ができ

るのか。 
 現在の事業は完成するのか。

建設部長 
 
 
 
 
 
 

市 長 

 道路整備は意向調査で要望の高かった

事項である。合併により一つの市になれ

ば、境界付近での土地利用の不整合が解消

できこれまで以上に整備が促進されると

考えている。国、県の協力を得ながら順次

実施に向け努力していきたい。 
 
 県内ではこのあたりの道路事情はいい

そうだ。合併をして拠点間を結ぶ幹線を重

点的に整備することになる。楠浜北条線な

ど計画にある事業は新市になっても進め

ていく予定である。しかし、4市町で協議
した場合、計画の変更は生じてくると思う

が、現在の計画はやっていくことで進めて

いる。 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 合併して 10年間で 136億の
効果があるとの説明だが、その

間は税金も上がらないと思う

が、その後についてどうなるの

か。 

市 長  10年間で人件費や経費節減で136億を
生み出すが、負担を減らすことにも財源を

入れ、また、残りの部分は、サービスを上

げたり教育事業の水準を上げることに使

う。産業振興を図らなければいけない。税

収を増やすことも目的だが、若い方が就労

していただき、人口があまり増えなくても

現在の人口を守っていく方策が必要でそ

うした事業にも、財政を投資して、企業誘

致を図り、住宅支援などを考えている。こ

れとは別に、7割の高い補助のついた440
億の特例債が借り入れできる。これを利用

していきたい。 
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８月２６日（火）  国安公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  自治会に対する補助金は同

じか。議員は特例を受けて１年

７ヶ月任期が延びるが、即、選

挙をすればどうか。 
「当分の間現行どおり」と言う

ことが多いがどういうことな

のか。 
合併をすれば税金が上がる

のではないか。 

議会事務

局長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総務部長

議会議員については、国が特例を認め

ており、合併協議によりその期間合併市

町村の議会議員として在任することが

できる。その任期は、合併後 2年を超え

ない範囲で協議会が定める期間である。

この特例は合併前の議員数が激減すること

を緩和し、合併を円滑に行うためのものであ

る。また、合併協議の状況の見届けや、合併

により広範囲となった地域の代表としての

責任、住民の声の集約を図るなどの必要性か

ら1年 7 ヶ月の在任特例を適用することと

した。合併協議会に提案し協議中である。今

後さらに検討されると考えている。 
 
 全般的な補助金については２市２町の形

態が違う為検討中である。ゴミ袋の配布謝礼

は、東予市の例に準ずることが決まってい

る。 
 税金については市民税の均等割が人口に

よって決められており５００円上がる。他は

従前どおりである。「当分の間現行のとおり」

というのは、調整に時間が必要であり何年か

かけて皆さんから意見を聞きながら調整を

行うものである。 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 議員の報酬が西条市を例に

調整するとあるが、この額に引

き上げられるのか。先ほどの説

明で地域の声を反映さすため

に特例を協議中とのことだが、

国安には議員がいない。合併後

も同じことが２年近く続くこ

とになる。早急に選挙すべき

だ。 
 負担の増減に一番関心があ

る。上水道の使用料が２市２町

で格差が大きい。これを均等に

しなければならないが、どのよ

議会事務

局長 
 
 
 
 
 
 
 
 

技術監 
 
 

  法律により在任特例が認められている。
ご理解いただきたい。２市２町の議会で、合

併特別委員会や、議員全員協議会などを開催

し議員の意見を集約した上で総合的に判断

して協議会に提案している。 
 報酬については新市の議員として同じ職

務をするわけであり、類似団体に近い西条市

の例を基にして調整することで協議会に提

案している。 
 
 水道事業は独立採算経営であるため、各水

源による配水区域の受益者負担が原則であ

る。経営に係る経費は使用料で賄っているた
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うに調整するのか。 
 

 
 
 
 

め、低い料金への統一は難しい状況である。

以前壬生川上水道と、三芳上水道が統一さ

れたときは、配水管を接続し使用料が統一さ

れた経緯がある。 
合併後も当分の間は現行のとおりとし時

期を見て調整されると考えている。 
３  議員の特例は法律で決まっ

ているからやらなければいけ

ないのか。それとも住民の意見

を聞いて議員が検討しながら

行うのか。 
 防犯灯の設置について、行政

が設置したり、四国電力が設置

してくれている所があるが、合

併しても同じか。 

市 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決まっているわけではない。１６年の２月

に合併の調印をする予定だが、今まで協議し

てきた内容を皆さんに伝え、そしてご意見を

いただき修正すべきは修正をしてというこ

とになる。議員についても２市２町の長がい

ない時にはどうしても住民を指導していく

ことが必要と考える方もいる。期間について

は今後議論が必要と思うが、その前段で皆さ

んに問いかけをしている。議会にも十分伝え

ていきたい。防犯灯については東予市も電力

が設置する場合、自治会にも呼びかけて設置

場所を検討している。この件についても合併

協議会で協議中である。 
水道については水源が違うために合併し

ても現状で行くことにしている。 
合併時にそれぞれが接続ができないので

早い時期に調整をすることにしている。 
給食施設についても同じで、新しい施設を

壊してまでという訳には行かない。合併後検

討をすることにしている。 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地方交付税がどうなるのか。

交付税が下がった場合、住民に

どのくらい税の負担が生じる

のか。 
 合併後、何年間は現行どおり

とあるがその後についてはど

うなのか。 
国民健康保険料についてはあ

がるのではないか。 

総務部長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交付税は小さい団体ほど多くもらえるよ

うな仕組みになっている。合併の特例措置と

しては新市の規模での計算ではなく、２市２

町別個で計算され交付される。その差額は年

間２０億程度が見込まれており１０年間引

き継がれたあと、１１年目から１５年までの

５年間で２０％ずつ減額し、その後は本来の

計算に戻ることとなる。 
この特例措置の終了後についてであるが、

合併後１０年間で各種事業を予定している

が、その間に社会基盤の整備が整い、１２万

都市として充分にやっていけるようになっ

ていると思うので、税金等が高くなることは

ないし、また、そうさせてはいけないと考え

 70



 
 
 
 
 
 

 
 
福祉保健

部長 
 
 
 
 
 

市 長 
 
 
 
 
 
 
 

ている。 
 
国保税については、現在審議中であるが、

急激な負担増を緩和するために、財政支援を

行う。金額は、保険給付費等の状況を勘案し

ながら調整する。期間は17年度から3年間
である。それ以降については、医療費等の動

向を見ながら税の調整が必要と考えている。

 
 東予市民報が、私たちのしようとしている

こととは違った内容で出ている。書かれてい

る内容のようなことはない。 
 ただ、財政的なことについては10年後は
不透明なことがある。国から交付税をもらう

ことも大切だが、東予市としてこれ以上の効

率化を図るためには、合併を進めて行政規模

を大きくしなければいけない。職員も 188
名へらし 10年間で 39億の余剰金や財政効
果で生じる財源を使い負担を減らすことを

考えている。 
 10 年間の間に、若い方にも住んでいただ
き、税収も増やし、自立できる自治体を目指

す考えでいる。 
健康保険料については、当然医療費が増え

ていくのでその防止のためにも、健康づくり

を進めたり、検診の無料化を取り入れ、事前、

事前に対応していきたい。 
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８月２７日（水）  吉岡公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１ 入会山組合が解散し任意組合

になると今までとどう違うのか

説明願いたい。 

産業経済

部長 
 現在は地方自治法に基づく特別地方公

共団体となっている。東予市と丹原町にま

たがって入会権があるためで、新市になる

と一つになり法律上特別地方公共団体で

はなくなるため任意組合となる。従来から

の権利関係については変わることはない。

その事務については新市で行われること

が確認されている。 
２ 人口の推計が１０９，１００人

となっているがどのような方法

での推計か。 
 １２万の人口はどのような見

込みで出しているのか。 

総務部長  人口推計は１４年３月末現在の各市町

の人口データを基に厚生労働省の推計値

で計算をした合併後２０年間の推計であ

る。その方法は、コーホート法により推計

している。ご承知のように少子化が進み人

口は減っていくことは想像できるが、２０

年後の目標人口を１２万としている。これ

は新しい市になって各種事業に取り組み

人口も増えるとの前向きな考えであるこ

とをご理解いただきたい。１２万の人口は

努力目標ととらえていただきたい。 
３ 地域情報化の推進としてＣＡ

ＴＶが吉岡まで延長されるのは

いつ頃か分からないか。 

総務部長 新居浜から西条に一部拡大されてきて

いる。年数の具体的な目標が立っていな

い。なるべく早くやっていくことになって

いる。市町村がリードできる事業ではなく

第三セクターでやっているためで、そうし

た点は協議をしていきたい。 
４ 
 
 改良区への補助は合併すると

どうなるのか。 
産業経済

部長 
 改良区団体への補助については、２市２

町の団体の運営が違っており、従って補助

も違っている。補助の具体的な内容につい

ては分科会等で調整中で、現段階では言え

ない状況でありご理解いただきたい。 
５ 
 
 
 
 
 
 

 給食のセンター方式と自校式

で当分の間は自校式でやってい

ただけるとあるが、これからも自

校式でお願いしたい。 

市 長 
 
 
 
 
 
 

 丹原も給食センター方式でまだ新しく、

東予市も東中学校は最新鋭の機材をとり

入れている。また改修の必要な施設は改修

を行っている。考え方や、現状が違うため

合併と同時に統一と言うことにはならな

い。東予市の場合は自校方式でやっていく

ことになる。 
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  給食費についても、西条と東予市とは違

う。 
少し東予市が高いが、これはデザートを

付けているからであり、こうしたことは合

併に向け調整を行いどちらかに合わせる。

教育委員会に限らず、２市２町の最先端の

技術なり現状での良い所を採っていき、出

来るだけご要望に応えたい。 
 ＰＴＡの皆さんには、合併協議を組織で

取り組んでいただき特に東予市の皆さん

がリードしていただいている。嬉しく思う

と同時にお礼を申し上げる。今後ともよろ

しくお願いしたい。 
 

 73



８月２８日（木）  楠河公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  一度決まった市名について問
題が生じている。新市名について

は十分検討をして決めて欲しい。

 計画策定の方針は、地域の特性

やバランスを十分考慮していた

だいてメリットを十分活かすよ

うに協議していただきたい。 

市 長  市名については慎重に取り組む。現在、

市が進めている計画について、希望にそえ

るように新市の計画にも盛り込みたい。た

だ合併時点で全体を一番高い水準に合わ

すのは難しい。しかし、合併後早い時期に

協議がなされると思う。スタートからいい

形で入れるように努力する。 
２  資料に在任特例をしていない
ところを載せていない。合併は経

費の節減が目的である。“広報”

や、“協議会だより”にはこの特

例のことは一度も載ってない。市

民は内容を知らない。今治市のこ

とや、伊豫市のことが新聞には載

っている。特例は総務省が議員の

ために設けたものだ。もっと内容

を市民に知らせるべきだ。特例に

ついて詳しく説明をお願いする。

議会事務

局長 
合併が対等合併と確認をされてお

り、議会議員については合併により身

分を失い新たに選挙をする必要があ

る。しかし、国が特例を認めており、

合併協議により一定の期間合併市町村

の議会議員として在任することができ

る。この特例は合併前の議員数が激減す

ることを緩和し、合併を円滑に行うための

ものである。また、合併協議の状況の見届

けや、合併により広範囲となった地域の代

表としての責任、住民の声の集約を図るな

どの必要性から1年 7ヶ月の在任特例を

適用することとした。この期間について

は、特例法では 2 年を超えない範囲とさ
れている。17年度、18年度の当初予算審
議を行えば、責任が果たされることになる

と考えている。この調整に当たり、２市２

町の議員の意見も聞き総合的におこなっ

た。現在、合併協議会に提案し協議中であ

る。今後さらに十分な審議がなされると考

えている。 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 今はどこでも少数精鋭、多くな

るとそれだけもめる。市民団体が

ないからこうしたことになる。住

民投票をして特例を取りやめた

ところが新聞に載っている。１３

６億の削減効果はこの案での見

込みか。特例をしなければもっと

増えるのではないか。十分な審議

をすべきと思う。 

市 長 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料は都合のいい事ばかりを載せてい

るだけではない。近隣の様々なパターンを

載せている。８月１４日にこうした内容で

協議会へ初めて提案された。今回の住民説

明会で皆さんに報告させていただき、皆さ

んから意見を聞き、それを反映させこれか

ら合併協議会で協議がされるので、強い意

見があったと協議会に伝えたい。 
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 総務部長

 
 １３６億の内訳だが、議員の削減による

効果は１０年間で１２億である。この試算

は２年間としておこなったものである。 
今回の提案は１年７ヶ月であり削減効

果はよりあがると考えられる。  
４  任意団体の取り扱いについて
今後、具体的にどのようになるの

か、分かっておればお答えいただ

きたい。 

総務部長 社会福祉協議会は、一つの市に一つしか

できないので合併時に統合をする。他の団

体については、努力義務であり合併の日に

統合されなければいけないということで

はない。それぞれの団体の状況や、運営が

異なるので直ちに統合は難しいと考える

が、可能な限り統合ができるようにお願い

をしている状況である。これまでに担当の

部署から意向を聞いており、まだまだ時間

が要るものと考えている。 
統一については早くお願いしたく相談

などがあれば協力したい。 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説明を受け合併は大変だと感

じた。東予市は高齢者福祉や、子

育て環境については大変進んだ

考えである。そうした考えを新市

に取り入れて行こうとしている

ことは大変ありがたい。その方針

を貫いてほしい。新市の名称につ

いては、西条市 18,000は非常に
重い。もし石鎚になれば問題にな

ってくると思う。慎重にお願いし

たい。議員の定数については一挙

に減らすことによってトラブル

も出る可能性もある。考え方はい

ろいろあり、特例が必要だと思う

人もいることを理解いただきた

い。住民の意見を反映していただ

けるのは、地元の議員だと思う。

数が減ると地元の議員がいなく

なることを心配する。そのために

も選挙区制の永続的なことを検

討いただきたい。地域審議会のメ

ンバーがどのような形で選ばれ、

機能するのか教えていただきた

総務部長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 長 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地域審議会は、新市の施策について住民

の意見を反映さすために創設されるが、合

併協議や、新市建設計画などの監視役にな

ろうと考える。議員との関係を心配されて

いるが、法的にも一線がひかれている。メ

ンバーについては15名以内で2市２町に
それぞれ適切な人材が選出されるものと

思う。機能については、新市において取り

決めされた事項が適切に実施され運営さ

れているか見守っていく機関であるとご

理解いただきたい。 
 
名称については協議会の中で配慮がさ

れると思う。地域審議会も、議員とオーバ

ーラップはしないが、議員が減ったために

地域の声が届かないことを補完するため

に設置し皆さんからの声が届く体制を作

る。細かいことは決まっていないが、各市

町に審議会を作りたい。各首長が失職し約

２ヶ月の空白ができる。議会もすぐに解散

し選挙ということにはならないとの考え

方もある。しかし、在任特例の期間につい

てはまだまだ議論されるべきだと思う。行
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 い。議会の議員や仕事がダブルの

ではないか。 
政改革の中でそうした方向でという意見

も強くあるのでその点は十分検討したい。

皆さんの関心が高いことなので今後、協議

会の内容、経過等の情報開示を進めたい。

６ 
 
 
 
 
 

 議員報酬や、特別職の報酬が、

一番高い西条に合わせるように

なっているが、今の社会情勢は非

常に厳しい状況なので高い方に

するのではなく、みんなが潤うま

ちづくりを目指し報酬も考えて

いただきたい。 

総務部長

 
 
 
 
 
 
 
 

議会事務

局長 

 特別職の報酬については、明確な基準は

ないが同規模団体でほぼ統一されている。

本来同規模でとなれば、新居浜、今治並み

ということになるが、諸事情を考慮して西

条市の例をもとに調整ということになっ

ている。本来の同規模団体の額には届いて

いないこと、人数も削減がされることをご

理解いただきたい。 
 
議員の報酬については、現在２市２

町で差があるが新市の議員として同一

職務をすることから、類似団体（今治

市・新居浜市）に一番近い西条市の例

を基に調整するのが適当と考え合併協

議会に提案している。 

７ 
 
 
 
 
 

 議員の特例法を用いた理由は

何か。 
議会事務

局長 
調整案については、合併協議会で協議す

る３８項目の内、小委員会で審議する新市

名、事務所の位置及び合併の方式、期日を

除く３４項目については、すべて基本的に

２市２町関係職員で構成する分科会、専門

部会で協議調整し、助役等で構成する幹事

会で最終調整することとしている。議員の

定数及び任期の取り扱いについてもこの

ような取り扱いをしているが、合併特例法

で特例措置が認められている議員につい

ては、調整に当たり、２市２町の議員の意

見を伺い総合的に調整し合併協議会に提

案している。 
 

８ 
 
 
 
 
 
 

 議員に諮るといったが、自分達

のことを悪くする者はいない。１

２月に選挙があるが、おそらくま

た無投票になる。その上に特例を

受ける。これではいけない。 
 

助 役 
 
 
 
 
 
 

 議員各位の考えもまちまちである。合併

協議会の委員さんの考えも分かれてくる

と思う。幹事会の中で同規模の類似団体で

新居浜市や、今治市と同レベルの報酬にと

の意見もあった。しかし、それは新しい市

ができて２市２町の一体化ができた後、報

酬審議会等を開き、住民代表からの意見を
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聞いて報酬を改定すべきであって、先ほど

説明したように西条市の例にならって協

議会へ提案ということになっている。今回

の事務の一元化により２市２町の違いが

浮き彫りになった。従来から言ってきてい

る原則「住民の負担は低く、サービスは高

く」へ統一していくことが財源の問題や、

様々な事情でなかなかできない。 
東予市の進んだ施策はできるだけ新市

に活かしていくと、私どもも頑張っていき

たいと考えている。 
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８月２９日（金）  三芳公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  市の名前が決まってから番地
が決まるのか。例えば西条市三芳

何番地となるのか。 
  
 
 
 
 
 
 
 
例えば○○市庄内何番地か、○

○市旦何番地か。市名は後で決ま

るのだろうが、できるだけ小さい

地名を残してほしい。 
 

総務部長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総務部長

 市の名前がまだ決まっていない。したが

って地名も最終的に結論が出てはいない

が、○○市三芳何番地の何番ということに

なると思う。東予市の名前が惜しくも落選

したが、東予市を読み替えたものになると

思う。今、議論されているのは、何番地の

何番となっているがその“の”を除いたも

のになる可能性もある。○○市三芳何番地

何番となると考えられるが、最終はまだ決

定されていない。 
 
現在調整中であるが、すでに小学校校区

別の単位地名というのは校区名には残っ

ているが、住所地番には残っていない。復

活は難しいと考える。基本的には新しい市

名の次に現在の三芳や、楠、旦之上が続く

ことになると思う。 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 東予市民報がだされたが、これ

に書かれている事を信じるとし

たら合併に不安になるが、このこ

とについて協議会はどのように

受け止めているのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 全面的に信用のないものを配

られて協議会は黙って見過ごし

ていたのか。 

市 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 長 
 
 
 

 中身は勝手に解釈して書かれたもので

ある。例えば、学校が統合されるとか、乳

幼児医療費の支援が合併後はなくなると

か、書いているが、学校は今のままの校区

で続けるし、福祉、教育関係のサービスは

新市にも引き続いてやっていこうと考え

ている。以前は、そうした懸念もあったか

もわからないが、書かれている事は事実で

ないことが多い。財政的なことで将来が不

安だということはあるかもしれないが、そ

ういったことは真摯に受けとめ、職員も減

らし、議員も、首長も少なくなり、より合

理化を目指し最大限の努力をするのだと

いう説明を今、させていただいた。ご理解

いただけると思う。 
  
現段階では最終決定がされていない。今

日説明させていただいた方針でやってい

こうとしている。また、皆さんから意見を

聞き、これらの方法でいいのであれば決定
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 をする。こうした作業になる。書かれてい

る事もあったかもわからないが、今日の説

明でそうではないと明言させていただい

た。私達はそう問題視はしていないが、そ

うしたお話があれば、「そうではない」と

言っていただければありがたい。 
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９月２日（火）  庄内公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  別子山村が新居浜市に吸収合
併されたが大変良くなったと思

う。合併についてメリット、デメ

リットを具体的に説明して欲し

い。 

市 長  新居浜との吸収合併については宇摩郡

との道路網や、生活圏を考えると大きな決

断をされたと思う。私どものことを考える

と、首長は 1／４になり、議員も 78名か
ら34名になる。職員も10年間で188名
を減らす計画である。 
その財源効果が10年間で136億円生じ
る。その財源を使い建物を作るのではな

く、保育料等の負担を下げたり、福祉サー

ビスの水準を上げたり、市内どこに住んで

いても同じ負担で同じサービスが受けら

れるような状況を作りたい。それが一番大

きな合併の効果だと考えている。その上余

裕があれば庁舎を作ったり、観光にも力を

入れていき、皆さんの夢が実現できるよう

にしたい。 
２  黒谷への市道の舗装をお願い
したい。 
庄内財産区は先代から受け継

いだ財産を自分達地域で守って

いる。そうした財産を新市にもっ

ていき自由にされることは許さ

れない。山は地域で守るものであ

る。 
 

産業経済

部長 
 
 
 
 

建設部長

 財産区は、原状のまま新市に引継ぎ、運

営についても今までどおりである。管理会

も今までどおり地元の方がなり、意見をい

ただくことになるので心配は要らないと

思う。 
 
 市道の舗装については迷惑をかけてい

る。道路維持で近々発注も予定され、工事

にかかれるのでご理解いただきたい。 
３ 
 
 
 
 

 新市の名称のアンケート結果

で西条に関するものが多く驚い

た。 
今回の合併は、西条と周桑との

対等合併と思う。西条の名前を残

したいという住民感情の結果だ

と思う。私としては、いろいろ調

べた結果「道前」の名称が一番ふ

さわしいと思う。2市2町の住民
から不満の出ないような市名を

お願いしたい。 

市 長  四国中央市もいろいろ議論はあったが、

落ち着いた。この市名も協議会委員の投票

で、四国中央が 1７票、宇摩市が 12票で
決まった。 
原則論としては、公募しているので、多

数のほうが優先されると思う。しかし、組

織的に応募した点もあるので、協議会の委

員も考えなくてはいけない。石鎚にしても

4,000（漢字、ひらがなを合わせ）近くの
応募がありこのことを考えると、どちらか

にならざるを得ないと思うが、最終は委員

が判断する。今 5 つ残っているが、道前
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も、ひうちもある。 
意見として協議会に申し伝えておく。 

４ 
 
 
 
 
 

 計画策定の中に地域の特性、バ

ランス等を考慮するとあるが具

体的にはどういうことか。一つの

市にもいろいろ地域があり特性

があると思う。それらをどうアピ

ールするのかということが大切

と思う。 
 個人的な意見だが名称につい

ては、西条の名称は、祭りとか、

水とかで名が通っている。その名

称を関係のない地域がつけるこ

とは西条に対し気の毒である。 
 

総務部長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助 役 

 地域には、それぞれアピールできる特性

があると思う。前回の合併は、高度成長期

で、中心部に目を向けていた時代であり、

周辺地域への配慮が足らなかったと思う。

今回の合併協議は、地域の特性が見直され

た新しい価値観に基づいたものであり、そ

れらを新市建設計画に活かしていこうと

している。 
例えば、この庄内地区には本谷温泉とい

う素晴らしい資源があり、他の地域にも美

しい自然がある。農林水産業、工業など産

業面においてもそれぞれ地域の特性があ

る。中にはふり向かれなかったものあり、

それらをより活かしたまちづくりをする

ことが必要であり、そのことがひいては、

中心部とのバランスを保つことにも繋が

ると考えている。 
 
 この道前平野は、道後と違い平地部が多

く将来発展する可能性の特性がある。ま

た、県の重要港湾である港がある。これが

様々な意味で将来発展の可能性を秘めて

いる。 
先ほど部長が説明したように、農林水産

業、工業、観光資源とバランスの良い地域

性と、それと全体として自然が豊かであ

る。石鎚と、瀬戸内に面した自然環境の中

に他に例を見ない豊富な水資源や人的な

資源がある。これらこの地域の潜在的な能

力を新市のまちづくりに繋げていかなけ

ればいけない。そうしたことを建設計画に

うたっているとご理解いただきたい。 
財産区についての心配は全くない。入会

山組合もある。法的にもそれぞれの住民の

権利が保障されており、権利の放棄をしな

い限り心配は要らない。 
５ 
 

市 長 新市名は地名や、歴史だけでは

なく、新しい人間関係をどのよう  
 2市2町の違った考えをもつ者が協議を
おこなうので、個々の主張がすべて通ると
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に作っていくか、どんな新しい文

化、生活を築いて行くかが反映さ

れた市名であれば良い。  
黒谷が新聞に出たが、今まで通

り庄内の住民として、東予市の住

民として、新市で一緒に生きてい

けるような展望が見えるように

していただきたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

は思わないが、集まることによって将来は

見えてくると確信している。 
 新市の名称の募集の時にも、理由を付け

ていただいている。皆さんに公表できてい

ないのが残念だが、それぞれの願いや素晴

らしい提言、理由をこめて応募していただ

いている。できるだけそうした発想で進め

ていきたい。 地域的に辺地にあるために

合併により置いていかれるようなことに

はしない。 
 住民サービスもどこに住んでいても、同

じ水準のサービスが受けられることを目

指していきたい。 
 地域の特性、バランスを端的に言うと、

4 つの町のいいところは残していこうと
いうことだ。 
東予市のいいところは、子育てや、福祉

のサービスは 1 番であり、これは新市に
も拡大していく。予算的にも例えば 200
億の予算があれば、西条と周桑に 100 億
の予算をバランスよく配分する。こうした

総合的なことも含め「バランスよく」と表

現している。ご理解いただきたい。 
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丹原町住民説明会会議概要 
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８月２１日（木）  桜樹公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合併となれば地域の切り離し

になるのではないかと心配して

いる。 
先ほどの説明によるといろい

ろな申請等についてはいままで

どおり出来るということである

が、この桜樹出張所においても従

来どおり存続できるか、また桜樹

公民館においても存続できるか、

お尋ねしたい。 
町長の説明では、いろいろ経費

の削減があると説明されたが、新

聞等によると議員は１年７ヶ月

も延長するといわれており、議員

の任期を延長すると４億円以上

の経費が要るとのことである。 
最初の選挙は選挙区であるの

で丹原町からも議員が選出され

るので議員は半年の延長でいい

のではないか。 
それよりも職員を出来るだけ

置いていただいて周辺地域の面

倒をみれるような努力をしてい

ただきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助 役 
 
 
 
 
 
 

出張所等の問題については、決定はし

ていないが公民館は多分残る。支所につ

いては、合併してすぐに戸籍謄本が取れ

なくなったり、住民票が取れなくなった

りすることはないが、電算化で、今まで

の事務が滞らないよう、サービスの低下

にならないよう何らかの対応をするよう

努力をしていきたいと思う。出張所とい

う名前は残らないかもわからないが、今

行っている業務は何らかの方法で出来る

よう考えていくのでご理解願いたい。 
議員定数の問題については、丹原町議

員のことだけを考えても難しい。８月に

小松町の議員さんは無投票当選で選出さ

れた。また東予市においては１２月何日

かに選挙が行われ議員の選出が行われ

る。そのような方々は９ヶ月位の任期に

なる。そのような状況も考慮する必要が

ある。ただ人数が多いので議会について

は体育館などで行うことになると思う。

越智郡、今治については、１５０人位の

議員になり人数が多すぎるので議会にも

ならないということで市長と一緒に５０

日以内に選挙を行うこととなったと思わ

れる。今後、合併協議会において協議し

決定する予定であるので、住民説明会で

みなさんからの意見をお聞きし、その意

見を反映して協議していくこととなるの

でご理解をいただきたい。 
 
現在２市２町の枠組みで合併協議をし

ているが、先程の説明で、新市将来構想

をつくり新市建設計画を策定しようとし

ている説明があったが、この新市建設計

画策定にあたっては、新市になって将来

１０年、１５年先どのようなまちづくり

をしたらよいかを協議している。 
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ゆくゆく支所が廃止になるの

であれば、郵便局が支所の事務の

代替をしている地域もあると聞

くので住民の不便にならないよ

うこのことも含めて検討をして

いただきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町 長 
 
 
 
 
 

これらの計画の実施については、新市

建設計画が議会で議論されることが重要

であると思う。平成１７・１８年度予算

に今までの協議内容、新市建設計画がい

かに反映されるか、地域の皆さんの意見

が丹原の議員さん１６名の方々の声によ

り、新市にいかに反映されるか、また、

合併に携わった７８名の議員の方々が新

市移行後１年７ヶ月にわたって新市建設

計画等について議論をすることが重要で

あり、それらを考えると議員の任期につ

いては平成１６年１１月１日に合併して

５０日以内に選挙をする方法もあるが、

お金の問題だけではないと思うので充分

議論をいただきたい。 
 
前向きに検討していきたい。 

  助 役 町名・字名の取り扱いについてお尋ね

したい。新市になったとき○○市池田何

番地、○○市丹原町池田何番地どちらで

も選ぶことが出来る。この機会に皆さん

方のご意見をお聞きしたい。 
○○市池田何番地の方が簡単で良いと

思う方は挙手を   ３名 
○○市丹原町池田何番地の方が良いと

思う方は挙手を   １６名 
 現在の丹原町にある５地区の

ように丹原地区・小松地区という

方法で残すことは出来ないのか。

助 役 町名字名については公的な名称であ

り、丹原地区とかは任意の名称である。
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８月２２日（金）  丹原町福祉センター 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１ 地方債残高が７２５億円あり、

あと一部事務組合等を含めて各

市町村の借金の合計が８００億

円ないし９００億円あるとして

１０年で１００億円返しても１

００年かかることになるのか。 
７割は国の予算で特例債がつ

かえると説明されたが、逆にいえ

ば３割は借金である。丹波笹山の

例では地方債が５７億円残って

いて返済のために職員給与を１

割カット、またあらゆる財政を削

減してまで返済している。 
健全な行財政改革、中長期にわ

けて長期的な見通しとして、より

具体的に数値目標、期限を入れた

ものがなければ本当に返済でき

るのかと疑問に思うが、数値目標

はあるのか。 
２市２町の借金の合計がいく

らあるのか。 
 

助 役 行政が起債をするということは、それ

ぞれの地域の住民が必要とするものを

お金を借りて先に施設整備をしていた

結果であると思う。たとえば道路整備を

してくれというようなことで道路財源

として起債を借りた、あるいは小中学校

の校舎が古くなったため学校教育上ど

うしても新しい校舎が必要であると言

うような要望で財源を借りるというこ

とですので、赤字財政の補填のためでは

ない。ですから借金があるということ

は、それぞれ地域住民の福祉の向上のた

めの施設を先に整備したと理解してい

る。 
それで総額をいいます。１４年度末現

在で８０１億２千万円です。２市２町合

計です。 
 
 

２ 行財政改革といえば日産のカ

ルロス・ゴーンという人がでてく

るのですが、もしカルロス・ゴー

ンが新市長になればいったいど

れだけの行財政改革をするのか

の発想をしてみたら、町が変わる

のではないかと思うのですが。 
 

町 長 もしという質問に対してはご答弁は

出来ない。日産の社長が市長になったら

どうなるかとか、そのようなナンセンス

な質問についてはお答えできない。どな

たがこの場にいたとしても答えを出す

ことは出来ないと思う。 
財政の問題であるが、合併をしなけれ

ばどうなるか。細かい数字がわからなけ

れば意味がないような発言であるが、

我々は大局的に見て合併をすれば必ず

経費削減が出来る確信をもって合併を

進めようとしている。 
１０年先を推測して交付税がいくら

になるか、いくら削減されるかわからな

い。現在の状態で丹原町ではここ２年ほ
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ど７％削減されていることは事実であ

る。これが１０年先どれだけ削減される

かはわからない。合併をすれば、４６０

億円の特例債を貸し、その７割は交付税

で払うという指針を国が出しているが、

これも法律が変わればどうなるかわか

らない。４６０億円の特例債を借りたと

きに１０年先に今の行政レベルを保て

るかどうかが、今の国の財政状態、地方

の財政状態を考えたとき、これが保障さ

れるということはいえない。それぞれの

市長・町長は懸命に取り組んでおられる

けれども、必ず１０年先に財政状態が良

くなる、合併すればよくなるという甘い

考え方ではこの合併問題を捉えている

のではない。このままでは、地方自治体

はやっていけない。これが目前に見えて

いる。だから、行政をスリム化して出来

るだけ市民の方々にこれ以上負担が増

加するのが少なくなるよう行政も努力

をしていこうという考えで進めている

のでご理解願いたい。 
 

３ 別に厳しく追求しているわけ

でなく借金の中身が悪いとか言

うのではなくて事実借金がどれ

くらいあるのかなと。事実借金が

あれば将来新市計画があったと

しても借金返しながら新しい夢

を描いたとしても難しいと思う。

その辺も含めてどう財政シミュ

レーションをしているのか。そう

いうことを踏まえてやらなけれ

ばならないのかと思って、たとえ

話もだしながらお答えを聞かし

ていただこうと思っただけであ

る。 
 

助 役 借金の性質をいっただけで、住民の福

祉向上のために有利な借金を借りたと

いうことである。それから合併特例債の

関係、これは将来的に交付税に元利償還

金が返ってくるというのはたとえば過

疎地域の地域に指定されている市町村

とか数限られている。その中でも合併特

例債は合併したときに市町間で行政レ

ベルが違う、あるいは合併に伴い共通の

施設が必要になることで起債の対象と

なり、そのうち元利償還金の７０％まで

は国で負担するという、行政側からした

ら有利な借金である。ですから将来的な

財政負担３割は、当然一般財源で返して

いかなければならないけれど今回は有

利な借金があると理解していただきた

い。 
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４ 福祉に関してですが、２市２町

で西条・東予市の都市部、小松・

丹原は特に丹原は過疎化がとて

も心配で、地域ケアに格差が出る

であろう。そこがどうなるのであ

ろうか。ホームヘルパーひとつと

ってみてもいわゆる東予市には

民間業者が４社ある。西条市には

１０社くらいある。丹原・小松に

は１社もない。当然、市場原理で

儲けるところは民間でホームヘ

ルパー、在宅ケアもカバーでき

る。競争してよりやすくよりいい

サービスが提供される。それ以外

山間地には赤字が出るから業者

も行かない。そういうところはど

うなるのか。地域ケアの枠組みが

どうなっていくのか。在宅ケアが

どうなるのか。家族介護がどうな

るのかを含めてそういう枠組み

がどういうふうに合併の中に盛

り込まれていくのかなというこ

とを心配しているのですが。 
 
２市２町でヘルパーが何人い

るかをお聞きしたかったんです

が。 
ただ、柳谷村では、村の予算で

ヘルパーを養成している。７００

万で１３１人のヘルパーを養成

した。人口が１，３００人だから

なんと人口の１割ヘルパーがい

る。何で財政の話をしたかという

とたった７００万円で１３１人

もの２市２町に匹敵するヘルパ

ーを４年間で養成した。何も財政

どうのこうのというのではなく

知恵を出し合えば結構何とかな

るような世界があるのではない

かと思い財政の話をした。 

助 役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合併して将来的に今の丹原町の住民

の方々が今のレベルを落とさない落ち

ない調整を心がけて行っている。２市２

町それぞれの現状を出し、基本的にはサ

ービスは高い方に調整する。ただ一般的

に丹原町、西条市とでは人口規模でいう

と西条市６万余り、当町は１万４千、同

じ地方自治体でも財政規模が違う。です

から、同じ地方自治を行っているが福祉

サービスについては、市の方がサービス

が高いという現状が一般的である。今の

直接の答えにはならないが最終的な調

整をみれば丹原の住民にとってはサー

ビスは現状より高いほうにいくのでは

なかろうかと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
たぶんそれぞれ自治体の地理的な条

件によって民間に任すか、あるいは柳谷

村のようにしなければ老人福祉対策が

取れないか、それぞれの自治体の判断に

よるのだと思う。柳谷村としてはその地

域の自治体として、そういう判断をした

方が地域の福祉サービスには役立つの

だと判断され、そういう方向になったの

ではないかと思う。当地域にそういう方

向が適当かどうか議論することは必要

だと思う。 
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５ 体育協会の運営方法を合併後

は西条方式でやっていただけな

いかという話で会を進めている。

西条方式とは、財団法人での運営

です。当初１億円の金を集め、そ

れで運営しており、現在４千万は

使い、６千万の残がありますが、

１億円にしないと財団法人が保

てない状況です。合併すると割当

てとして東予市が２千万円、丹原

町が１千万円、小松町が１千万円

出してくれないかという話があ

る。考えてみるとこれは難しいと

思うが、そういうことの話し合い

を現在進めている。このような外

郭団体のひとつがあるというこ

と、おそらくこれは新しい市にな

ってからの協議になると思うが、

よろしくお願いしたい。 
議員の１年７ヶ月の任期の特

例は問題になるのではないかと

新聞に書いてあったがこの点に

ついてのお考えをお聞かせ願い

たい。 
 

町 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
助 役 

体協の件は、まだ関係市町と協議した

ことはないが、何かの機会にその話は一

度出してみたいと思うので今後の課題

として承っておく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議会議員の特例についてですが市町

村合併の特例の法律の関係で今回の市

町村合併については議員の任期を２年

間を限度に任期を延長する在任特例が

ある。それでなぜ１年７ヶ月というと、

ひとつは、２市２町それぞれの議会に今

回の法定協議会設置前後に合併調査特

別委員会を設置している。そこで議員が

２市２町の枠組みの中で来年の１１月

１日の合併の目標に向けいろいろな調

整をしている。協議会ではいろいろな協

議を行っており、その協議の報告なり事

前の協議なりそれぞれの議会特別委員

会で調整項目について協議している。そ

のような経過から１１月１日に合併し

て即選挙、市長は当然特例がありません

ので、即選挙になると、市長不在、議員

不在ということになる。また、新市にな

ったときに少なくとも新市将来構想に

基づく新市建設計画について、確実に予

算上も含めて執行されることを今の議
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員、現在の２市２町の議員に見届けてい

ただく必要があると思う。１６年の１１

月１日から１年７ヶ月というと１８年

の５月になる。これは、１７年度・１８

年度予算は３月議会において議会でチ

ェックしており３月議会の日程が３月

末でその決算が５月であることからで、

新聞等では４億円も要るではないか、無

駄な金ではないかという考え方もある

とは思うが、そのことも充分協議した上

で在任特例の調整案を協議会に提案し

ている。 
６ 合併協議会会議状況報告書１

１ページの今治市及び関係１１

町村合併協議会は原則選挙定数

３４人と記載しているが今治市

では即時選挙と理解してよろし

いのでしょか。 
それですと、今の助役の説明で

は、今治地区では、現状の議員は

全員在職していなくても新しい

議員で執行することになるので

矛盾するのではないか。先の説明

では、旧議員でなかったら新しい

議員では信用できないかという

ような意味に取れるのでどのよ

うなお考えかお聞きしたい。 
これは決定ではなく協議会の

議題でしょう。 
 

助 役 
 
 
 
 
 
助 役 

 
 
 
 
 
 
 
 
助 役 

 
町 長 

そのとおりです。 
 
 
 
 

 
今治市関係の協議会の内容がわかり

ません。今治地区については、協議の中

で結果としてそうなったのだと思うが、

協議の細部はわからない。２市２町につ

いては先程いいました経過を踏んで調

整案として提出している結果となって

いる。 
 
 
はい。 

 
今治・越智郡のある町長の話では、１

１市町村が合併するので合併したとき

の議員数が１５０人以上になる。余りに

も議員の数が多いのでそういう状態が

長く続くのは運営が難しいだろうとい

うことで市長の選挙と一緒に行おうと

いうことで同日選挙になったようであ

る。 
７ 関連してですけど、日本中いろ

んなところで合併するが、特例を

使うところ、使わないとこうろ分

町 長 ただいまの副市長制については住民

説明会のなかで１人から意見があった

ことを報告しておく。 
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かれている。 
丹原町の議員数が４人でなぜ

いけないのか１６人だったらな

ぜ有効なのか。 
もうひとつは、資料の中に地域

審議会とあるが、平成２７年３月

３１日まで設置することとなる

のに、何のために設置するのか、

この審議会は当てにしていない

のか。 
合併協議会に出て行っている

議員は一部の議員であり、２９名

くらいが１番審議がしやすいの

で、数が多いからOKで少ないか
らダメということはないと思う。

むしろうちの町長を含めて新市

の市長以外のところから副市長

を出すほうがよっぽど見届けが

きく。副市長制を導入してほし

い。 
地域審議会があるからなにも

在任特例を適用する必要はない。

さっき財政の話をしたが４億円

はみんな無駄づかいではないか

と誰もが例外なく思っている。本

当にその４億円がいきてくるの

かと、数が多ければいいというの

ではなく、むしろ丹原から選りす

ぐった人を４名出してしっかり

やってもらうほうが良いと誰も

が思っていると思う。 

それから４億円が無駄になるかどう

かは別にして、すべての人というのは、

語弊があると思う。これが無駄かどうか

はいろいろな考え方があろうと思うが、

この会でそのような意見が出されてい

たということを協議会へは報告する。 

  助 役 町名・字名の取り扱いについてお尋ね

したい。新市になったとき○○市池田何

番地、○○市丹原町池田何番地どちらで

も選ぶことが出来る。この機会に皆さん

方のご意見をお聞きしたい。 
○○市池田何番地の方が簡単で良い

と思う方は挙手を   ８名 
○○市丹原町池田何番地の方が良い

と思う方は挙手を   １７名 
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８月２５日（月）  徳田公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  助 役 町名・字名の取り扱いについてお尋ね

したい。新市になったとき○○市池田何

番地、○○市丹原町池田何番地どちらで

も選ぶことが出来る。この機会に皆さん

方のご意見をお聞きしたい。 
○○市池田何番地の方が簡単で良いと

思う方は挙手を  １３名 
○○市丹原町池田何番地の方が良いと

思う方は挙手を   １５名 
２ 行政機関があるところが栄え

るので中山川から丹原町側に新

庁舎を建設してほしい。 

町 長 これについては、小委員会で検討して

いるが決定していない。将来、道州制へ

の移行も考えられるので、もっと大きな

行政圏で考えた場合、広域での中心地を

考えていかなくてはならないと思う。し

かし、事務所の位置については、住民の

利用に最も便利であるような位置に設置

しなければならないことからおのずと位

置は決まってくると思われる。また、東

予有料道路等、交通事情を考慮すると西

条地方局から余り離れた場所にはならな

いのではないかと思うが、丹原町として

意見は言っておく。 
 徳田小学校の児童数は年々減

少しており複式学級になる状況

である。合併協議の中で通学区域

の変更を行っていただきたい。 
合併すると小規模校は吸収さ

れるのではないかと心配するの

で、地域の学校を残していってほ

しい。 

町 長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市計画区域の線引き廃止の予定があ

り、廃止になると農振地域の白地に農家

でなくても住宅を建てることが出来るよ

うになるため、旧集落に住宅が立つ政策

を今後とっていくことが必要であると思

っている。 
人口の減少を食い止めることは難しい

ため、いつかは統合することになるかも

しれないが、学校がなくなれば地域の活

性化に逆行するので、地域それぞれに学

校は必要である。費用の問題だけで統合

するのではなく、さまざまな政策を講じ

て地域の学校を残していくよう努力した

い。 
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学校教育

課長 
新市移行後も当分の間は、現行の区域

でいくという方針で調整中である。 
区域の弾力化は、柔軟に対応したい。

３ 生徒数が少ないのであれば部

活動のこともあり、故郷に帰って

こない若い家庭がある。帰ってき

ても別の区域の学校に通わすこ

ともある。 

町 長 難しい問題であるが、地域で話し合っ

ていただき、地元出身者には、地元に返

っていただくような運動をおこしていた

だきたい。 

４ ＮＴＴの市外局番を統合して

ほしい。 
 

総務課長 地域の住民の総意があれば統合は可能

であるが、仮に新市が今治局で統合した

場合、西条市の住民の方は、今まで新居

浜市への通話は市内通話であったのが市

外通話になる。このことからも、現状で

は、非常に難しいと思われるが、今後に

おいて検討していきたいと思う。 
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８月２６日（火）  丹原町文化会館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１  

 
 
 
 
 
 
 
 
同じ大字名はないのか。 

助 役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町名・字名の取り扱いについてお尋ね

したい。新市になったとき○○市池田何

番地、○○市丹原町池田何番地どちらで

も選ぶことが出来る。この機会に皆さん

方のご意見をお聞きしたい。 
○○市池田何番地の方が簡単で良いと

思う方は挙手を  ２１名 
○○市丹原町池田何番地の方が良いと

思う方は挙手を   ４１名 
同じ大字名については、丹原町、小松

町に明穂があるが、丹原町は乙・丁番地、

小松町は甲・丙番地であり問題ない。あ

と大字安用地番が丹原町と東予市にある

が、同一地番がないため問題ない。 
２ 議員の在任特例について 

なぜ即選挙ができないのか。 
１年７ヶ月にわたり延長とい

うことであるが、すでに合併して

いるところでも在任特例が多い

がなぜ即選挙が出来ないのか。 
多くの議員で１年７ヶ月何を

やるのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
新市建設計画の行方を見守っ

ていただくために今の議員が必

要であるということですね。 
特例を適用したときとしない

助 役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の調整案は、在任特例により１年

７ヶ月の延長で、第１回目の選挙は、選

挙区により行うこととしている。 
今の２市２町の議会で、合併調査特別

委員会を設置しており、１，３００近い

調整項目についてその合併調査特別委員

会と事前の協議なり報告を行っている。

そのようなことから、１６年１１月１日

合併時には、現在の議員にかかわってい

ただきたい。１６年１１月１日から１年

７ヶ月というと１８年５月になる。これ

は、１７年度・１８年度の予算の審議、

決算において、新市建設計画が予算上実

施されているか、合併に携わった議員に

チェックしていただきたいことから、２

年は長すぎるが１年ではかかわり方が短

いということで今の調整案を提案してい

る。 
 
２市２町の協議会としては、そのよう

な必要性から在任特例を適用する調整案

を提出している。 
今調整案ではこのようなことで提案し
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ときでは報酬の点でもかなり経

費が違ってくると思うが、そうい

うことにはならないわけですね。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
即選挙をして定数が少なくな

ったからチェックが出来ないと

いうのはおかしいのではないか。

地域根性をだして合併をする

と将来不安ではないかと思う。 
釈然としないが見守って生きた

いと思う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ているが、最終は２９人の協議会委員が

決定するので、このような意見があった

ことは協議会に報告はします。 
 ただ、２市２町において丹原町は、人

口なり国県の関係機関が余りないことか

ら丹原町が中心になることはありえない

だろう。いまの行政レベルは維持したい。

そのためには、今の議員数だと１６名、

選挙区により選挙をした場合は４名であ

り、４分の１になり行政側に住民の声が

反映出来にくいと思う。 
 新市のスタート時は、報酬を出しても、

合併協議にかかわっている２市２町の今

の議員がチェックする必要があると思

う。 
 
即選挙でも丹原町から４人の議員が選

出されるではないかというお考えもある

と思うが、先の説明と併せて調整案の中

には新市になってから調整するという案

件もあるので、全部が全部合併までに調

整方法が決定しないことから提案中の調

整案となった。 
３ 補助金について 

関係団体の理解と協力を得て、

統一の方向で調整するとなって

いるが、自己財源がない団体につ

いては、補助金額の高い方に統一

してほしい。 
 

町 長 
 
 
 
 
 

 
 

補助金について 
財源には限りがあるので補助金が多く

なるもの、減るものがあるが、基本的に

は合併後住民の負担が増えないよう、調

整している。 
 
 議員の任期について 
１年７ヶ月延長しても丹原町以外は４年

間任期がないことも理解願いたい。 
４ 議員の任期延長について 

議員の任期が特例法によって

１年７ヶ月延長されるという案

が出されているが、丹原の議会で

は、全員協議会では調整案の説明

があっただけで、それに対する議

員の意見も何も聞いていない。 
町長、助役の説明では任期の延

町 長 合併協議会に議員の任期を１年７ヶ月

延長する案が提案され、現在継続審議中

である。丹原町は、合併調査特別委員会

において検討され、次回の合併協議会で

この件が認められるかどうかの確認がさ

れる予定である。みなさんからこの件に

ついて１年７ヶ月が長すぎるという意見

が多数出るようであれば、合併協議会に
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長が確定に近い説明をするので

誤解を与える。 
先に町民の意見を聞いて決ま

るわけではないので、合併協議会

で煮詰めて、議員の意向も聞いた

中で進めていくもので、必ずしも

１年７ヶ月延長する必要はない

と考えている。原則は、即選挙で

あると思う。 
余り長い間延長すると住民の

信頼感を失う。町長は即選挙で議

員だけなぜ延長かという意見が

相当数出てきて、住民運動になり

かねないと思う。 
２市２町の議会でも真剣に検

討したうえで結論を出していか

なくてはいけないので、このよう

な素案が出ているということを

誤解がないようみなさんに話し

ていただきたい。 

おいてそのような意見が多いという報告

をし、そのことを踏まえて協議会で協議

する。その協議により再提案ということ

もある。 
ただ、丹原町からは他市町の議員の合

併までの期間を考えれば、議員の任期延

長を短くする意見は言い出しにくいと

思うが、いろいろな意見により検討がさ

れるのでこの住民説明会での意見があ

ったことを伝える。 

５ 不景気な時代で各企業におい

ては人員削減がされ、現在の情勢

を乗り切る努力がされているが、

この合併に関する職員数では１

８８人削減すると数を決められ

ているようであるが、出来るだけ

人員を削減し、人件費を少なくす

ることが住民の生活の向上にな

ると思うので、その点についての

お考えをお聞かせ願いたい。 
 

町 長 そのとおりです。これは、最小の削減

人員で、１０年間で現在の職員が定年退

職する。それに対して半数だけ新規採用

した場合に１８８人の削減になる。新居

浜市が概ね１，０００人余りいるが、せ

めて新居浜市の職員数くらいには速く近

づくようにしていきたいと考えている。

定年退職者以外の方についても退職され

る方がいるであろうから、その場合につ

いても半数を新規採用していく方法で出

来るだけ早く削減する努力をしていく。

６ 議員の任期延長については、即

選挙という意見に賛成である。 
先の愛媛新聞の記事で伊予市、

双海町等で議員定数の特例適用

せずとあったが、町長、助役の発

言では決まったような表現があ

るように感じるが、伊予地区が適

用しないでいけるのならどの様

にしてたらできるか調べたらと

町 長 
 
 
 
 
 
 
 
 

合併協議会で決定すればできる。 
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思うのですが。 
新聞記事では事務局提案とな

っているがこの事務局提案とは

どこが出すのですか。 
違法ではないが、合点が行かな

い。新聞記事では議員報酬が、丹

原町で約２２万円が３７万円に

なる、１５万円違う。１年７か月

分の期間を掛ければ相当な金額

になる。皆さん一生懸命やられて

いるという話もあったが、もう少

し倹約する方法はないのですか

ね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
助 役 

 
 
 
 
 
 
 
町 長 

 
協議会の中に幹事会等がありそれぞれ

の中で調整し検討を加えた上で案を出

す。 
他地区の協議会においても在任特例、

定数特例、原則選挙とそれぞれあるが、

法律で認められているので協議会で決め

れば違法なことではない。 
ご意見があったことは率直に報告して

おく。しかし、大局的にたって物事を見

たときにこの合併をすることによって、

人件費が１０年間で１３６億円減額でき

ることは明らかである。数年間で４億円

を無駄金を使ったと思われるかわかりま

せんが、大局的にたって合併が推し進め

るのであれば一時的な４億円の不足をし

て１３６億円の得を取るのもひとつの方

法だと思う。 
 
決まったような説明をしたということ

ですが、今、合併協議会に在任特例で１

年７ヶ月延長する、次の選挙では法定数

３４人にする、その時は選挙区を設ける、

こういう調整案で合併協議会に提案して

いることの説明をしたので、誤解のない

ようにしていただきたい。 
 
他市町では、この件についての考え方

は違うと思う。まだ決定ではないが、丹

原町からはこの件については意見が出し

づらい状況であるのではないかと推測す

る。 
７ お金がないので合併するのに

新しい市になったとき新庁舎を

建てるのは、あまりにも知恵がな

いように思うのですが、ご意見を

お聞かせ願いたい。 
 
 
 

町 長 
 
 
 
 
 
 
 

庁舎を建てる場合は、普通は補助金が

ない。補助金があろうがなかろうが同じ

税金で建てることではないかという理屈

になるが、なぜ新しい庁舎を建てなけれ

ばならないかは、１ヶ所に本庁を置かな

ければ人員削減をし、効率化を図ること

ができにくい。仮に西条市役所を本庁と

した場合、ある程度支所に人員を配置し
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新しい建物を建てたらおそら

く人員は増えると思う。江戸時代

から日本の役所はそうであった。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ても、職員が削減されても現在の市役所

には人員が入らない。１０年以内に合併

特例債がある間にどこかに市役所を立て

る。丹原町の庁舎については、他の用途

として利用するとともに支所として利用

する。以上のことを検討した結果、１０

年以内に新庁舎を建設することに決定し

た。 
 
 
 

８ 入湯税について説明していた

だきたい。今までなかったものが

増えている。 

助 役 鉱泉法により決められており、日帰りは

入湯税は要らないと思うが、宿泊をして

お風呂に入って１，０００円以上の支払

をする場合は課税することとなると思

う。現在、入湯税をとっているのは東予

市、小松町である。丹原町では、道前渓

温泉が鉱泉法でいう成分をもっているの

で該当すると思うが入湯税の対象となる

かどうかは今後検討していくことにな

る。 
９ 田野・中川地区畑地潅水事業の

協議の経過についてお聞かせ願

いたい。 
協議にかけるのかどうか。 

産業課長

 
 
 

 
町 長 

畑地潅水事業については、現在２市２

町での協議はされていない。運営委員会

においても協議はされていない。 
協議にはかけるつもりである。 
 
いずれにしてもすべての事業は、新し

い市に引き継がれるので今運営をしてい

る運営方法については、新しい市が引き

継ぐので丹原町がしている事業について

協議をしたとしても今の状態が変わるこ

とはないと思う。 
10 議員の任期の特例の件につい

て先程から話が出ているが、みな

さんが言われるように納得がい

かない。アンケート調査でも合併

に期待することで５４．１％が自

治体の行財政が効率化されるこ

とに住民の方は期待されている。

議員が一番わかっている問題
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であり、行政の理事者、職員がい

うことはできないと思う。議員が

内部で調整して提案しなければ

いけないと思う。 
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８月２７日（水）  中川公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１ 起債残高はいくらか。 

 
 
 
 
そのうちの町の借金はいくら

あるのか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４００億円借りて返すのが３

０％でいいというが、返す額がど

うであり借金が増えることであ

り合併に夢があるとは思えない。

助 役 
 
 
 
 
助 役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町 長 

14年度末の2市2町、道前福祉衛生事
務組合、公共下水道、周桑事務組、周桑

病院企業団合わせた起債借入残高は、８

０１億２千万円 
 
借金という話ですが、それぞれの自治

体が起債をするということは、たとえば

道路整備をしてくれというようなことで

道路財源として起債を借りた、あるいは

小中学校の校舎が古くなったため学校教

育上どうしても新しい校舎が必要である

ため起債するもので先行投資であり、地

域住民の福祉の向上のために借り入れて

いると理解していただきたい。 
それで金額をいいます。丹原町の１４

年度末で普通会計で５４億１千万円。２

市２町合計は、４２１億７千万円 
 
夢があるとは考えていない。あまり期

待をもたれてもいけないと思う。 
今の状況は、丹原町は７％ずつ交付税

が減少してきている。そういう状況から

いくと１０年先に更に借金が増えてい

る。 
ただし、住民サービスを低下させて、

みなさんが辛抱してくれるのであれば財

政は良くなってくるが、今の住民サービ

スをしなければならないとなると無理で

ある。 
合併しなければ、１０年先に交付税が

いくらになるかわからないが下がってく

るであろう。しかし、合併すれば４６０

億円の起債が借りられる。そして今の行

政サービスが確保できればそれでいいと

しなければいけないと思っている。 
それと同時に人権削減、合理化を図っ

て財源を生み出すという考え方でこの合
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併は進めなければいけないと思ってい

る。 
２ 臨時職員等は何名いるのか。 

１８８名の削減ができるとい

うが、実際には臨時職員も含めて

行政事務が成り立っているので

その数が抜けているのでは。 
 
 
 
 
 
 
 
 
周桑病院は市民病院に替わる

のか。 
臨時職員がたくさんいると聞

いているが同じ扱いか。 

総務課長

 
 
 
 
 
 
町 長 

 
 
 
 
 
 
 
 

丹原町の臨時職員、嘱託職員について

は３２名。業務委託が１６名 
新市になった時点で１，４１１名の正

規の職員数になり、１０年間で１８８名

の減員になる。他の団体の臨時職員等の

職員数は、現在把握していない。 
 
臨時職員については、現在より少なく

する方針で進めているので、合併した時

に実際臨時職員が何名いるか、今はわか

らないけれども、現況の２市２町の臨時

職員の数より減員することは明らかであ

るのでそれでご理解願いたい。 
はい。 

 
現況のままで周桑病院は進める予定で

あり、増やす予定はない。正規の職員を

減員して不足した場合は臨時職員で対応

する可能性もある。 
３ 瀬戸内バスが自治体補助で明

河まで走っているが、現在の調整

内容についてお聞かせ願いたい。

 

助 役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在のところ、調整中であり、今後出

てくる問題であると思う。 
周桑路線バスについては、丹原町、小

松町、東予市が関係している。西条市で

は、瀬戸内バス管轄になる。このような

関係もあり、また、地域住民の交通手段

の確保の問題であり、補助金も支出して

いることから、重要な調整項目であると

いえる。 
当面現行のままで、他の地域では福祉

バスとして運行しているところもあるの

で、どちらが経費的に有利であるかを検

討していくことになると思われる。 
４ 平成１４年１２月に合併に関

するアンケートが実施されたが、

回収率が悪かったのではないか。

大変重要なことであるので郵送

だけでなく、自治体組織を通じて

回収するべきではなかったか。 

町 長 
 
 
 
 
 

アンケートにつきましては、済んだこ

とであるのでよく反省しておきます。 
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新市名について、なぜ全国公募

したのか。 
ユニークな名前などを選考す

るためだったのではないか。 
多数決で決めるのであれば２

市２町でアンケートをとり決め

ればよいのではないか。 
数が多い順に１０点選び、その

中からまた多い順に５点選んで

いると思うが、全体の中に数は少

ないが、これはというのがあるの

ではないか。 
漢字、ひらがな標記それぞれ選

考されているが、それは、最後に

小委員会で決めれば良いのでは

ないか。 
西条市が一番多かった意味が

良くわからないが、吸収合併では

ないので、小委員会でどのように

決めるか、どれだけ良識があるか

見守りたい。 
 

町 長 全国公募をなぜしたかというとこの地

域の出身者も全国に散らばっているので

ホームページ等で募集した。特に２市２

町に関心のある人がホームページを見て

くれるので、そういう方から応募があっ

たと思う。 
西条市となれば吸収合併ではないかと

思うかもしれないが、人口が多いだけに

票数が多い結果となっている。 
県内の状況を見ると、宇和島地域は宇

和島市、大洲は大洲市になるであろう、

松山は松山市、今治は今治市で決まって

いくようである。 
この２市２町の場合が、数の多いとこ

ろで決まるかどうかはわからないが、小

委員会で検討し絞って合併協議会で最終

決定することになる。 
かみうけなについては、応募数では久

万町が一番多かったが、高原町に決定し

たことで住民から反発があった。それで、

久万高原町になった。 
宇摩地区は、宇摩市、中央市が多かっ

たが、協議会で四国中央市と決定した。

最終的にはその名前になったが決める過

程ではいろいろと問題があったと聞いて

いる。 
そのようなことも勘案しながら合併協

議会で検討していくこととなるであろ

う。 
５ 議員の定数については、経費の

問題もあるが、しばらく間は任期

を延長していくべきではないか

と思うが、議員の意見も聞いて住

民が納得のいく調整をしてほし

い。 
 
 

町 長 議員の任期については、合併時に解散

したときは、西条市は１年６ヶ月、東予

市１０ヶ月、小松町１年２ヶ月、丹原町

３年２ヶ月になる。 
他の地域の状況は、宇摩地域が１年１

１ヶ月の在任特例、今治地域は議員数が

多くの議会運営が困難なため即選挙、東

宇和・三瓶地域は定数特例、かみうけな

地域は１年９ヶ月の在任特例、宇和島地

域は７ヶ月の在任特例、となっている。

他地区の住民説明会においても議員の
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特例について意見がでている。 
この住民説明会での意見は、合併協議

会に報告するので、その意見を協議会で

検討し調整方針を決定することになる。

この件については、丹原町は他市町の

議員の任期のことを考えると意見がいい

づらい状況にある。 
 資料に合併した場合、個人市民

税の均等割の税率が、２，０００

円が２，５００円になるとあるが

合併するのにメッリトではない、

５００円上がるのは、今まで町民

税が安かったのか、市民税が高か

ったのか。 
水道料金については、私の地区

は河南水道であるが、独立採算制

で倹約して水道料金は安かった

が、町が統合しなければいけない

ということで高くなった。水道が

合併して損する、市町村合併で町

民税で損する、メリットがないの

では。 

税務課長

 
 
 
 
 
 
町 長 

地方税法で人口５０万以上の市は３，

００円、５万以上５０万未満の市は２，

５００円と決まっている。２市２町が合

併した場合は、５万以上５０万未満の市

に該当するので税法どおりということに

なる。 
 
水道料金は当面は現行どおりである。

西条の地域の方々は、丹原町の水道料金

も下げなくていけないのではとの意見も

いただいているが、それぞれの水道会計

が独立採算制であるので、当面は現行ど

おりですすめて、今後、できるだけ下が

るように努力したい。 
 
いろいろな負担については、上がるも

のもあるけれど、下がるほうが若干多い

調整をしなければ、すべてを一番安いも

のにあわすと新市の財政が持たなくな

る。ご理解願いたい。 
 合併資料の町名・字名の取扱い

の第２案はやめてほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
明穂については、小松町、丹原

町にある。第１案では、大字名を

変えなくてはいけないと思うの

で、第２案のほうが良いのでは。

助 役 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そのことについて、みなさんからご意

見をお尋ねしたい。 
新市になったとき○○市池田何番地、

○○市丹原町池田何番地どちらでも選

ぶことができる。 
○○市池田何番地の方が簡単で良いと

思う方は挙手を  ９名 
○○市丹原町池田何番地の方が良いと

思う方は挙手を   ２２名 
これで決めるかどうかわからないが、

議会の合併調査特別委員会に報告し、今

後の協議の参考にさせていただく。 
同じ大字名については、丹原町、小松
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町に明穂があるが、丹原町は乙・丁番地、

小松町は甲・丙番地であり問題ない。あ

と大字安用地番が丹原町と東予市にある

が、同一地番がないため問題ないが、住

民の方が混乱がないよう調整していきた

い。 
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小松町住民説明会会議概要 
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９月２日（火）  小松中央公民館 
 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園の授業料は、小松町では

5,500 円ということですが、国立

幼稚園の授業料はいくらになるの

ですか。 

 

現在より負担が増えるのは、説

明にあった子育てに関する事の趣

旨に反しているのではないか。 

新市では現在の負担より軽くな

る方法で議論してもらいたい。 

 

議員の報酬は小松町が一番安い

中で一生懸命働いていただいてい

る。新市になった場合、議員の報

酬はどのようになるのか。 

 

教育委員

会事務局

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園授業料については、国立

幼稚園の場合ですと、現在はだい

たい6,400円くらいとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併というものは、「サービスは

高く、負担は低く」というキャッ

チフレーズから始まった。しかし、

全て安い方をとっていくと、少し

の間なら良いが、それでは新市の

財政としては持たなくなる。 

冒頭でも説明しましたが、合併

にはメリットもあるがデメリット

もある。相対的に見て、合併して

よかったと思ってもらえるように

したい。最初のキャッチフレーズ

のように、大きく見て福祉などの

サービスは高く、負担は低くして

いく方向で努力はしていきたいの

で、ご理解を願いたい。 

 議員報酬については、職員の給

与と同様に西条市の例にあわすこ

ととなると思う。これまでの合併

先進団体の方針なども参考にしな

がら、今治や新居浜などの状況も

見てみると、合併する段階におい

ては、構成する団体で高いところ

に合わせていかなければならな

い。合併する上での調整では合併

する規模に合わせるのではなく、

構成団体に合わせていこうという
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考え方になりつつある。議員につ

いても同様であることをご理解願

いたい。 

新市において、特別職報酬審議

会が設置されることになるが、そ

こで理事者や議員の公正な給与や

報酬の金額を決めてもらいたいと

思う。 

ご意見は、我々も肝に銘じて反

映していける部分は反映していき

たいと思います。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併に際しては、住民の負担が

減り、効率化されると思っていた

が、8月15日の愛媛新聞によると

議員に関しては合併時78人と、定

数の２倍以上の人数で１年7ヶ月

継続されることにより、即選挙を

した場合と比べると4億円の経費

がいるとなっているが、このこと

について説明願いたい。 

丹原、小松は、合併したら即個

人市民税均等割が500 円上がる。

法人市民税は、単独法人の法人税

割が167社で1社当たり43,000円

上がる。 

総額で約1,000 万円上がるが、

在任特例を使わず、4 億円を倹約

したならば、40年間は増税しなく

てすむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助 役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税務課長 

 

ご承知のように合併特例法で

は、定数と任期の特例が認められ

ています。これは合併時に大幅に

議員定数が減ることで、急激な変

化を緩和し、合併を円滑に進める

ためです。 

このことを基本としまして、新

市建設計画について、計画策定の

段階から現委員さん方が特別委員

会を組織して携ってきた経緯があ

り、計画の執行状況を見届ける責

任があります。 

 合併協議調整事項でも合併後に

調整する事項もあり、旧市町の首

長のいない状況で、地域の代表と

して責任をもって処理する必要が

あります。 

アンケートの中でも、住民の声

が行政に反映されにくくなるとい

う声もある。合併した後も、小規

模な町でも事務的要望、政治的事

案について一定期間合併前の議員

によって責任を持って見届けるた

めに、特例法を適用するものです。 

現在調整中ですご理解願いま

す。 

 

個人住民税の均等割については

500円上がる。平成15年度個人均
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法人住民税が上がることに文句

を言っているのではない。在任特例

を使うことによって、４億円という

金額が必要になるのであるが、それ

が金額に見合うものかどうかが問

題と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等割を納めているのは 3,182 名

で、500 円アップになると町全体

では約159万円のアップとなる。 

地方税法上は、人口5万人以上

50万人未満の市町村は2,500円と

なっている。 

法人住民税に関しても上がるこ

とになる。平成14年度決算では、

法人町民税を納めているのが 226

社あり、そのうち46社が小松町以

外の1市2町内に支店本店があり、

均等割を納めるのが１箇所で済む

というメリットもある。 

小松町だけに事業所のある会社

が123社、内88社が均等割のみの

納付、35社が法人税割も納めてお

り影響を受ける。1社当たりでは、

約15,000円アップする。 

 負担アップではあるが、アップ

分は福祉や保健などのサービスア

ップに使われます。ご理解願いま

す。 

 

この特例があることで、それが

無駄であるならば法律そのものが

悪ということになる。 

議会の同意が無ければ、合併そ

のものも出来ない。首長は新市発

足により、失職する。小松の議員

はその後３名ということになるの

で、激変の緩和策としては有効な

ことと考えている。 

議会の任期の違いもあり、世間

では批判的な見方もあるが、大き

な視点でモノを見据えていただき

たい。この件は、現在協議中では

あるが、金の面だけで判断しない

で、相対的に見てご理解願いたい。 

ご意見は、協議会へ伝える。 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年７ヶ月というのはどのよう

な根拠なのでしょうか。 

７ヶ月で済むことであれば、その

期間の経費も浮くのではないか。期

間を短くして節約するということ

もできるのでは。 

議員の場合、議員年金もある。議

員は自分たちで決めていくことな

ので、減ることはない。その面から

も世論の意見を汲みいれて自ら減

らす努力が必要だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の質問では何故１年７ヶ月か

と聴いているのであり、今の答弁で

は答えになっていない。 

 

 

 

 

他の合併地域でも同じようなこ

とをし、同じような能力を持った議

員がいるのに、７ヶ月でできるとこ

ろもあるのに、何故１年７ヶ月とな

っているのかを聴きたい。 

議会事務

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会事務

局長 

 

 

 

 

 

議会事務

局長 

 

 

特例法を設けてなぜ合併しなけ

ればならないのかという前提を踏

まえていないと議員だけが得して

いるといった議論になる。 

 現在国が置かれている状況で、

どのような措置をすれば合併がス

ムーズに進むのか、全国3,300 市

町村の再構築、その点を押さえて

いただきたい。 

４億円の効果があるのかという

ご意見については、合併後の報酬

を西条市の例によって調整して実

施すると４億円必要だが、10年ス

パンで考えていただきたい。その

後議員が減ることにより約 12 億

円の効果がある。 

何故１年７ヶ月かという問題で

は、法では２年を超えない範囲で

認められている。それだけ困難な

仕事だということを理解願いた

い。合併後の予算及びその執行を

見届けるため、新市の17年度、18

年度の当初予算を審議すれば合併

後の地域代表議員として、新市の

誕生を見届けるということであり

ますので、ご理解願いたい。 

 

それぞれの地域の状況によっ

て、この期間は変わってくる。そ

こをご理解願いたい。 

新市の状況を見守る必要性、見極

めの必要からこの１年７ヶ月を設

定しているものである。 

 

即選挙をすればいいという議論

もあるが、新市の完成度を見届け

るということでこの期間を設定し

たもので、新市誕生後も民意を汲

みとるということです。 
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４ この（在任特例の）期間を云々

言うよりも、今来ている住民の皆

さんに意見を聞いてみてはどう

か。 

町 長 これは小松町だけの問題ではな

い。それぞれ任期の違いもある。

特例法で在任特例が認められてい

るということが前提としてある。 

議会の議決がないと合併ができ

ないということもあり、そのよう

な措置がある。17年度の決算を済

ませて、その後の選挙で出直しを

するということである。 

この点については、まだ決定し

ていることではない、調整中であ

る。ご理解を願いたい。 

５ 観光について、石鎚山のハイウ

ェイオアシスからロープウェイ

を、という話があったが、この際

合併という機会に完成させてほし

い。立地条件のいいことを利用し

て、石鎚山までのアクセスを良く

することで、観光客の大幅増が見

込める。商売、宿泊客の増も期待

できるので、是非これを推進して

もらいたい。（要望） 

  

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新市建設計画の中身についての

要望です。「豊かな心を育てる教

育・文化の創造」について。 

その中で、私が提案したいのは、

中学校卒業くらいから２５歳くら

いまでの青少年の健全育成研修施

設となる若年青少年交流館のよう

なものを作ると良いのではないか

と思います。 

中学校を卒業した後、青年期段階

は、文部省でも地域社会でもなかな

かメスを入れにくい。その年齢層に

対して、何か良い教育方策はないも

のか、是非検討願いたい。 

教育長 私たちにとっても、高校卒業後

の青少年育成は非常に重要だと認

識しています。そのようなご意見

があったことを合併協議会へ伝え

ます。 

今後検討させていただきます。 

 

７ 現在、名称は調整中とのことです

が、新市の名称は「西条市」になる

可能性が高い。 

現在の小松町の名称を、新市の

助 役 現在調整中です。貴重なご意見

を頂いたので、我々もその方向に

向って努力したいと思います。 
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中でも残していただきたい。 

８ 「○○市小松町○○」は苗字の

上に苗字を重ねるような印象があ

り、違和感があります。 

「○○市小松○○」のように、

「町」は使わず「小松」とう名称

を残すことでも良いのではないか

と思います。 

助 役 小松町だけのものでない。丹原

町には、「丹原町丹原」がある。町

を除くと「丹原丹原」になる。 

現在調整中である。 

９ 「活力ある産業の育成」の中で、

林道の整備という項目があります

が、ふるさと林道を舗装するという

計画があった。 

林道は西半分は出来た。今度は合

併した中で東半分の林道建設をお

願いしたい。林道の完成で、資材の

運搬が自由にできるようになって

欲しい。 

 合併協議の中での愛林会のこと

についてお伺いしたい。 

 

 

綱付山の林道完成は長年の懸案

ですので、ぜひともお願いします。 

産業課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業課長 

林道の整備でございますが、新

市建設計画の中にも、広域基幹林

道ということで、合併特例債対象

事業を計画している。 

この中で整備していくというこ

とで、ご理解願います。 

 

 

 

愛林会については、現在合併協

議の中で調整していますのでご理

解ください。 
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９月５日（火）  農村環境改善センター 

 
№ 質問（意見）内容 回答者 回 答 内 容 
１ 土地改良区のことについて、丹

原土地改良区は一本化されてお

り、田の賦課金も 50 円となって

いる。また、事務員数については、

各改良区で異なっている。いろい

ろな面において各地区によって

異なると思う。  

これらについては説明の中で

触れていなかったが、協議はなさ

れているのか。 

産業課長 ２市２町に改良区があり、その中に小

単位の改良区がある。 

それぞれの改良区によって対応がさま

ざまであるが、将来統合する方針で、現

在調整中である。 

全然協議をしていないということでは

ないので、ご理解願います。 

２ 水利問題についての確認を願

いたい。 

コーラと地元で協定を締結し

ているが、新市になってもこの件

は継続されると理解しているが

どうか。 

 
各種団体への補助について、育

成の観点からも今までどおり継

続をお願いしたい。（要望） 

町 長 この件については、コーラと地元改良

区との契約であり、新市になっても継続

されると思う。 

 
 

 


